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柿田川（一級河川狩野水系） 静岡県駿東郡清水町役場写真提供

（国土交通省 中部地方整備局 沼津課河川国道事務所ホームページより）

　柿田川は静岡県清水町のほぼ中心部を南北に流れる、延長1.2kmの狩野川の支川です。この川は、富士山の南
東の山麓にあり、富士山周辺で降った雨水や雪どけ水が地面にしみこみ、地下水となって湧き出して出来たものです。 
　富士山全体の地下水の量は、1日当たり約450万㎥ともいわれています。その約2割にも相当する1日約100万㎥
（およそ25mプール2000杯分）の水が湧き出しているのが柿田川です。柿田川は、湧水を水源としていることから、か
つては泉川、地域は泉郷と呼ばれていました。
富士山の周辺には、同じように水の湧き出るところが何ヶ所かあります。その中で柿田川の水量が最も多く「東洋一の
湧水」と呼ばれています。柿田川の湧水は、国道1号に接した崖地の下を中心に数十箇所の湧き出し口（湧き間）が
あり、そこから狩野川に流れこんでいます。
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（１）令和２年度予算の基本方針
　令和元年東日本台風や平成30年7月の豪雨など、
気候変動に伴い頻発・激甚化する水害・土砂災害
や、切迫する大規模地震に対し、人命を守るととも
に壊滅的な社会経済的被害を回避し、将来にわた
り安全で活力のある地域をつくるため、以下の施策
等を展開するための予算を計上した。
　これら施策の実施にあたっては、新たな技術を最
大限活用しながら、整備効果の高いハード対策と
住民目線のソフト対策を総動員することにより、
『水防災意識社会』の再構築を推進する。

・気候変動による豪雨の頻発化・激甚化を見据
えた「事前防災対策」の加速化

・令和元年東日本台風等の自然災害に対する改
良復旧による再度災害防止

・地域の基幹的防災インフラの老朽化に対する
計画的な修繕・更新

・住民主体の避難行動のための情報提供の充実
・多様な主体と連携した防災・減災Society5.0
社会の実現

・水辺空間や良好な自然環境を中心とした賑わ
いの創出、観光振興

・「防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急
対策」の着実な実施

（２）事前防災予算の確保
　近年、毎年のように大きな水害・土砂災害が発生
している状況であり、これらの水害・土砂災害に対
しては、被災地域における再度災害防止対策を講
じるとともに、これら災害で明らかとなった課題に
対する全国河川等での事前防災対策を一体的に展
開してきたところである<表－1参照>）。
　今や、いつどこで発生するか分からない水害に対
し、被害が生じる前に事前に対策を講じること（以
下、「事前防災対策」という）により、
①被害を大きく軽減でき、特に人命を守ることに
　つながる

②災害後の復旧や被災者の生活再建等に係る負
　担、社会経済活動への影響などを軽減できる

　などから、後手に回ることのないよう、着実に進
めることが重要である<例えば、図－1>に示す、一
昨年前に西日本を襲った平成30年7月豪雨で甚大
な浸水被害が生じた高梁川水系小田川の例）。
　近年の水管理・国土保全局関係予算をみると、
頻発・激甚化する災害により甚大な被害を受けた
地域の再度災害防止対策予算の増大や、高度経済
成長期に整備した基幹的防災インフラの老朽化の
進行に伴う施設の維持管理・更新に要する費用の
増大等により、「事前防災対策」に必要な予算を十
分に確保できない状況である。
　こうした中、令和元年度の予算については、消費
税率引上げびの需要変動に対する対策の一環とし
て臨時・特別の措置が講じられ、「防災・減災、国
土強靱化のための3か年緊急対策」（以下、3か年緊
急対策）の予算が当初予算に上乗せで計上された結
果、水管理・国土保全局関係予算全体が前年度比
1.38倍を確保できたため、事前防災対策についても
前年度比1.49倍の予算を確保することができた。
　令和２年度予算においても、引き続き３ヶ年緊急
対策の予算が上乗せで計上されることとなったこと
に加え、令和元年東日本台風等で被害を受けた地
域の再度災害防止対策については、令和元年度に
拡充した河川大規模災害関連事業等（別枠の災害
復旧関係費により予算措置）を最大限活用すること
により、令和元年度に引き続き、「事前防災対策」
を計画的に推進するための予算として、前年並みの
約5,439億円（対前年1.02倍）を確保した。

国土交通省水管理・国土保全局　河川計画課

令和2年度水管理・国土保全局関係予算のポイント

1.  予算の考え方
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<表-1>近年の水害・土砂災害を受けた再度災害対策および課題を踏まえた対策

<図-1>平成30年7月豪雨での高梁川水系小田川の事例



�� 第786号令和2年 4月30日発行

4

<図-2>事前防災対策、再度災害防止対策等に係る予算の推移
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<図-3>水管理国土保全局関係予算の推移



治水 第786号令和2年 4月30日発行

5

（３）地方公共団体への支援の充実
　令和元年東日本台風をはじめ、近年の頻発・激
甚化する災害により全国各地で水害・土砂災害が
発生し、地方公共団体が管理する施設においても
甚大な被害が頻発しているところである。このた
め、地方公共団体が実施する事業について、計画
的・集中的な整備により効果の早期発現を図るた
め、令和元年度から新たに創設した個別補助事業
制度について、新たに危険性が特に高い区間にお
ける河道掘削や大規模施設の更新・改良事業等に
ついても対象とする制度拡充を行うこととした。
　加えて、地方公共団体が地方単独事業として実施
している中小河川等の維持掘削・浚渫について、地
方公共団体が厳しい財政状況の中であっても、十分
に実施できるよう、総務省と連携して、「緊急浚渫
推進事業債」を創設した。

（１）水ダムも含めた既存ダムの徹底活用
　令和元年東日本台風など近年の水害の激甚化を
踏まえると、流域全体を見据えて、下流の全川にわ
たって水位を低下させ、上流部でダムや遊水地を整
備し洪水調節を行うことが極めて重要である。
　一方、我が国には、治水を目的に含む国土交通省
所管の562ダムの他に、電力や農業用水など専ら
利水を目的とするダムが898あり、これら全てのダ
ムの容量のうち水害対策に使える「洪水調節容量」
は約３割にとどまっている。
　こうした課題に対しては、緊急時において既存ダ
ムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できる
よう、関係省庁や利水者とも調整の上で、利水ダム
などの利水のための貯留水をあらかじめ放流し、洪
水調節のための容量を確保する「事前放流」を抜
本的に拡大することが重要である。
　このため、令和元年11月26日に「既存ダムの洪水
調節機能の強化に向けた検討会議」が設置された。
本会議では、関係省庁の密接な連携の下、速やかに
必要な措置を講じることとし、「既存ダムの洪水調
節機能の強化に向けた基本方針」が策定された。
　国土交通省としては、令和２年度予算において、
利水ダムの事前放流に伴って損失が生じた場合の
補填制度や、事前放流で用いる放流設備等の改造
への補助制度等を創設する。

2.  新規制度

１．利水ダムの事前放流に伴う補填制度の創設
　利水ダムの治水協力にあたっては、事前放流を行
った場合に利水容量が従前と同様に回復しない等
の損失リスクがある。このため、治水協力を促進す
る観点から、利水ダムにおいて事前放流を行う際、
利水者に特別の負担が発生した場合における損失
の補填制度を創設する。

２．利水ダムの放流設備等改造に対する補助制度
　の創設
　利水ダムの中には、発電や利水補給に使用され
る放流管が小規模であるなどの構造上の理由によ
り、事前放流が十分に行えないなどのダムもあり、
事前放流を行うためには、放流管や洪水吐ゲート

!"
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<図-4>検討会議設置趣旨および構成員

＜図-5＞「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた
基本方針」（抜粋）

<図-6>事前放流による利水容量の治水への活用

利水容量を治水に活用

利水容量 利水容量

※創設・拡充する主な制度を記載。
　その他はP33～P35参照
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（２）災害復旧・改良復旧制度の拡充
　近年の頻発・激甚化する災害を受け、再度災害
防止対策に必要な費用が事前防災対策の予算を圧
迫している状況であることから、これに対しては、災
害関連事業として実施できる改良復旧の範囲を拡
大することで、災害復旧関係予算をより一層活用す
ることが期待される。
　このため、令和元年度に、河川大規模災害関連
事業の運用を変更し、改良復旧に要する費用の上
限及び対策内容の適用範囲を拡充した。
　令和２年度当初予算においては、災害復旧・改
良復旧制度を更に充実するため、河川・砂防・海岸
の各分野において、対象事業の拡充等を行い、迅
速かつ確実な再度災害防止を図る。

１．豪雨に伴うダムへの堆砂に対する災害復旧事
　業による除去対象の拡充
　近年の災害の激甚化・頻発化により、ダムの上流
域から貯水池内へ流入する土砂が増加し、ダムの洪
水調節機能が低下する等の問題が生じる可能性が
ある。こうした豪雨等による大量の土砂流入がダム
の堆砂要因の多くを占めているとともに、流入後速
やかに除去することが経済的である。

の改造などが必要となる場合がある。このため、利
水ダムが事前放流を行うために実施する放流設備
等の改造に対して、その費用の一部を補助する制度
を創設する。

<図-7>利水ダムの放流設備等改造
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　一方、従前の災害復旧事業で実施できる除去は
洪水調節容量内と限定的となっている。そこで、災
害復旧事業で実施できる堆砂除去の対象範囲を、
事前放流に必要な容量まで拡充する。

２．災害関連緊急事業による砂防堰堤新設等と一
　体的な捕捉空間の確保
　令和元年東日本台風では、多数の砂防堰堤が土
砂・流木を捕捉し、地域の安全を確保した。一方
で、土石流を捕捉後、都道府県は単独費で砂防堰
堤の機能復旧を実施しているが、大きな財政上の負
担を伴うため、土砂災害時の早期安全確保が困難
となっている。
　このため、砂防災害関連緊急事業等について、用
地制約等により、砂防堰堤の新設もしくは嵩上げの
みでは不安定土砂等に対して必要な捕捉土砂・流
木量を確保できない場合には、既設砂防堰堤背面
を掘削することで必要な空間を確保することを可能
とした。

<図-8>豪雨に伴うダムへの堆砂に対する災害復旧事業
による除去対象の拡充
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<図-9>
堰堤の新設や嵩上げと一体的な計画に基づく掘削のイメージ
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４．海岸施設の再度災害防止のための災害関連事
　業（直轄海岸）の創設
　南海トラフ地震等の大規模地震の発生リスクが
高まるなか、事前防災対策（海岸堤防の整備等）を
進めるとともに、発災後の再度災害防止対策を迅
速に行う必要がある。
　一方で、従前では、直轄で整備した海岸保全施
設が被災した場合、災害復旧事業として原形復旧
は行われるものの、再度災害防止のために必要とな
る改良事業を迅速に実施する仕組みがなかった。
　このため、直轄海岸事業を実施している海岸にお
いて、原形復旧（災害復旧事業）のみでは再度災害
防止として十分な効果が期待できない場合に、災
害復旧事業と合わせて改良・新設工事を実施する
「災害関連事業」を創設する。

３．土石流等による二次災害防止に向けた災害関
　連緊急事業の運用改善
　令和元年東日本台風により、952件の土砂災害
が発生し、記録の残る台風により発生した土砂災
害のなかで最大の発生件数となった。一方、土石流
が発生した渓流等からの二次災害を防ぐための「災
害関連緊急砂防事業」は、事業採択までに約3ヶ月
の期間を要しており、工事着手および整備完了に遅
れが生じている。
　このため、土石流等が発生した渓流における二
次災害防止について、より早期に安全を確保するた
め、災害関連緊急事業を迅速に工事着手できるよ
う、本申請に先立って部分的な申請を認める運用を
導入する。

<図-10>申請手続きのイメージ
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（３）個別補助事業制度の拡充
　地方公共団体が実施する事業については、これ
まで社会資本整備総合交付金等により支援してき
たところであるが、近年の頻発・激甚化する災害へ
の対応として、こうした事業についても計画的・集中
的な整備により効果の早期発現を図ることが重要
である。このため、令和元年度より主体の異なる事
業間の連携が必要な事業、放水路や遊砂地等の整
備等の大規模事業を対象とした個別補助事業制度
を創設した。
　令和２年度においては、昨年の東日本台風等の
災害を踏まえ、大規模な河道掘削や大規模施設の
更新・改良事業等も対象とするよう、個別補助事業
制度を拡充する。

<図-11>富山県下新川海岸被災状況（平成20年2月24日）
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<図-12>個別補助事業の拡充・創設内容
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「個別補助事業」の対象事業の概要

【創設/拡充する主な事業制度の概要】
１．河川事業
■大規模特定河川事業（氾濫危険区域河道掘削）
　氾濫危険区域河道掘削は、事前防災対策が十分
に行えておらず、計画規模の洪水が生じた場合に氾
濫する危険性が著しく高い川幅が狭い区間や堤防
未整備区間などの流下能力が不足している区間、バ
ックウォーターの恐れがある区間について、河川の
水位を低くする河道掘削等を計画的・集中的に実
施することにより、早期に治水安全度を向上させる
ことを目的とする。
［令和２年度　実施箇所数：106箇所　事業費計：
約196億円］

［事業要件］
・指定区間内の一級河川又は二級河川で実施す
るもの。
・概ね５年以内で完了させるもの。（区間内で河
道掘削とあわせて橋梁等構造物の整備が必要
な場合は、概ね10年以内で完了させるもの。）
・全体事業費が５億円以上であるもの。
・川幅が狭い区間や堤防未整備区間などの流下
能力が不足している区間や、バックウォーター
の恐れがある区間等で河川の水位を低くする

河道掘削等の集中的かつ重点的な投資が必要
なもの。
・想定最大規模の降雨による浸水想定区域図等
が公表されていること。

［具体事例］
　令和2年度より本事業を活用する箇所の１つであ
る京都府京都市の淀川水系鴨川では、流下能力が
不足しており、平成25年9月の台風第18号による出
水などにより、甚大な被害が発生した。このため、
「氾濫危険区域河道掘削」により、桂川との合流
付近の河道掘削等を集中的に実施することによ
り、流下能力の不足を解消し、早期の治水安全度の
向上を図る。

<写真-1>事業実施区間（鴨川）
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■大規模更新河川事業
　大規模更新河川事業は、水門、ポンプ設備等の
河川管理施設の老朽化対策として、長寿命化計画
に基づき延命化を図っている施設のうち、大規模な
更新が必要なものについて、計画的・集中的に実施
することにより、施設機能を確保することを目的と
する。
［令和２年度　実施箇所数：21箇所　事業費計：
約27億円］

［事業要件］
・指定区間内の一級河川又は二級河川で実施す
るもの。
・長寿命化計画が策定されていること。
・概ね10年以内で完了させるもの。
・全体事業費が４億円以上であるもの。
・機能不全による社会への影響度から更新の優
先度が高い施設であること。
・想定最大規模の降雨による浸水想定区域図等
が公表されていること。

［具体事例］
　令和2年度より本事業を活用する箇所の１つであ
る福井県福井市の九頭竜川水系江端川の江端川
第一排水機場では、設置から約60年経過し、経年
的な劣化により機器の性能低下や故障が発生して
いる。このため大規模更新河川事業により、原動
機等の更新を計画的・集中的に実施することによ
り、施設機能を確保する。また、耐用年数が長い機
器に更新することにで、ライフサイクルコストの低減
を図るとともに、原動機を電子制御にすることで運
転操作の省人化を図る。

　<写真-2>事業着手前の状況（鴨川）

２．砂防事業
■大規模特定砂防等事業
　大規模特定砂防等事業（以下、本事業という）
は、事前防災対策が十分に行われておらず、土砂・
洪水氾濫が生じた場合の危険性が著しく高い流域
等について、計画的・集中的な対策を実施すること
により、早期に安全度を向上させることを目的とす
る。従来は土砂・洪水氾濫対策のみが対象となって
いたが、令和2年度より火山砂防事業や地すべり対
策事業、同時多発土砂災害対策についても対象に
含めることとした。
［令和２年度　実施箇所数：83箇所　事業費計：
約62億円］

［事業要件］
・交付金事業のうち通常砂防事業、火山砂防事
業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事
業のいずれかの採択基準に該当するもの
・概ね10年以内で完了させるもの。

　<写真-3>江端川第一排水機場

　<写真-4>主ポンプ、減速機、原動機

!
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■大規模更新砂防等事業
　大規模更新砂防等事業は、計画的な更新が十分
に行われておらず、土石流等により砂防関係施設が
被災する危険性が著しく高い流域について、計画
的・集中的更新を実施することにより、早期に安全
度を向上させることを目的とする。
［令和２年度　実施箇所数：48箇所　事業費計：
約28億円］

［事業要件］
・交付金事業のうち通常砂防設備等緊急改築事
業、急傾斜地崩壊防止施設緊急改築のいずれ
かの採択基準に該当するもの

・概ね10年以内で完了させるもの
・全体事業費が２億円以上であるもの
・土砂災害により被災するおそれがある区域に多
くの家屋が立地しているなど社会への影響度
が高いことから更新の優先度が高いこと
・長寿命化計画が策定されている砂防関係施設
に係る事業であること

［具体事例］
　令和2年度より本事業を活用する箇所の１つであ
る富山県中新川郡上市町の早月川水系小又川で
は、流域内に多量の不安定土砂が堆積している。ま
た昭和42年に整備された小又１号砂防堰堤は土石
流対応の構造を有しておらず、砂防堰堤の損傷も確
認されていることから、土石流発生時には破壊さ
れ、下流で甚大な被害が発生するおそれがある。こ
のため、大規模更新砂防等事業により、小又１号砂
防堰堤の更新を集中的に実施することにより、早期
の地域の安全度の向上を図る。また、水通天端に
ゴムと鉄板の複合材を用いることで、天端摩耗に
対する耐久性を向上させ、ライフサイクルコストの
低減を図る。

・全体事業費が５億円以上であるもの。
・土砂・洪水氾濫対策のための計画等※に位置
づけられた大規模な基幹施設に係る砂防事業
等
・土砂・洪水氾濫対策のための計画等※に基づ
き、本事業の整備効果を高めるために、都道府
県が都道府県単独事業や交付金事業を実施中
又は実施見込みであること

　※土砂・洪水氾濫対策のための計画、火山砂防
　　計画、地すべり防止工事基本計画、一連地区
　　の施設配置計画

［具体事例］
　令和2年度より本事業を活用する箇所の１つであ
る山形県南陽市の最上川水系織機川では、流域内
に多量の不安定土砂が堆積しており、平成26年７
月の豪雨などにより、甚大な被害が発生した。この
ため、大規模特定砂防等事業により、大規模な基
幹施設である砂防堰堤の整備を集中的に実施する
ことにより、早期の地域の安全度の向上を図る。

　<写真-5>最上川水系織機川（山形県南陽市）

　<写真-6>小又１号砂防堰堤（富山県上市町）

　<写真-7>新技術活用によるLCC低減の例（天端保護工）
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３．海岸事業
■大規模海岸保全施設改良事業
　大規模海岸保全施設改良事業は、甚大な浸水被
害のおそれがある地域において、水門・樋門、陸
閘、排水機場の老朽化対策（これに伴う改良や更
新を含む）又は施設機能の向上を図る整備を実施
し、津波・高潮対策等を計画的かつ集中的に推進
することで、背後地の人命・資産の防護を図ること
を目的とする。
［令和2年度　実施箇所数：2箇所　事業費計：約
2.6億円］

［事業要件］
・防護区域が大規模地震が想定される地域又は
ゼロメートル地域であり、かつ区域内に地域中
枢機能集積地区等を有すること
・概ね10年以内で完了させるもの
・全体事業費が４億円以上であるもの
・長寿命化計画が策定されていること

［具体事例］
　令和2年度より本事業を活用する箇所の一つであ
る佐賀県の東与賀排水機場は、佐賀市の中心市街
地などを背後にかかえ、昭和59年（1984年）に竣
工したが、近年、主ポンプを稼働するための原動機
（エンジン）について、耐用年数が過ぎた部品が多
く老朽化が著しい状況にあり、高潮浸水時等に、当
該排水機場が正常に作動しない場合、排水能力を
発揮できずに浸水被害が拡大・長期化するなどの
危険性がある。このため早急な更新を計画的かつ
集中的に実施することにより、十分な防護機能を発
揮できるように緊急改良を行い、浸水被害の防止を
図る。

<写真-8>背後地を浸水から守る東与賀排水機場

４．下水道事業
■大規模雨水処理施設整備事業
　大規模雨水処理施設整備事業は、雨水処理を担
う下水道施設の計画的な整備や適切な機能確保を
図るため、一定期間に集中的な投資が必要となる
大規模な施設の整備を集中的に実施することによ
り、内水浸水被害を軽減することを目的とする。
［令和2年度　実施箇所数：50箇所　事業費計：
約250億円］

［事業要件］
・交付金事業のうち通常の下水道事業、下水道
浸水被害軽減総合事業、都市水害対策共同事
業、下水道総合地震対策事業のいずれかに該
当する事業のうち、雨水処理を担う下水道施
設の設置又は改築を実施するもの
・概ね１０年以内で完了するもの
・全体事業費が５億円以上であるもの

［具体事例］
　令和2年度より大規模雨水処理施設整備事業を
実施する福岡市天神周辺地区は、西鉄福岡駅や市
営地下鉄天神駅などが位置する交通結節点で、都
市機能が集積していることに加え、天神地下街に
連接する商業ビルや公共交通機関など地下空間が
高度に発達しており、浸水による影響がきわめて大
きい地域である。このため、大規模な雨水管渠等の
整備を集中的に実施することにより、浸水被害の防
止・軽減を図る。

　<写真-9>老朽化が進む原動機　
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（４） 緊急浚渫推進事業債の創設【総務省による措置】
　地方公共団体が維持管理として実施する河川等
の浚渫に要する標準的な経費については、これまで
も単独費用により普通交付税措置を講じており、
地方公共団体においては、通常の維持管理として
の河川等の浚渫が実施されている。
　一方、令和元年東日本台風をはじめ、近年の頻
発・激甚化する災害により全国各地で水害・土砂災
害が発生し、地方公共団体が管理する区間・施設

においても甚大な被害が頻発しているなどにより、
地方公共団体の負担が増大しており、以下の課題
への対応が急務となっている。

【河川】経年的な河床の上昇、河道の埋塞等に
　　　  よる洪水危険性の高まり
【ダム】ダム貯水池への堆砂の進行に伴う、洪水
　　　  調節機能に対する影響
【砂防】砂防堰堤背面への堆砂の進行に伴う土
　　　  石流捕捉機能に対する影響　等

　これらの課題解決のためには、維持管理での掘
削・浚渫等が重要となるが、地方公共団体において
は地方単独費の確保なども課題となっていることを
踏まえ、総務省において令和2年度より新たに「緊
急浚渫推進事業債」が創設された。
　制度設計にあたって、総務省等と連携して地方公
共団体が緊急に実施する必要がある河川等の浚渫
事業について調査を実施したところ、必要な事業費
が4,900億円と見込まれたことから。令和2年度か
ら令和6年度の5年間で計4,900億円を想定し、令
和2年度については地方財政計画に900億円が計
上されている。
　地方公共団体において、本事業債を最大限活用
しながら、集中的に掘削等の対策を進めて頂けるよ
う、国土交通省としても、対策の優先順位に係る考
え方を都道府県に対して示すなど技術的助言を実
施していく。

＜写真-10＞天神地下街の様子（写真提供：福岡市）

＜写真-11＞大規模な雨水管の整備（イメージ）

!

＜図-13＞都道府県等が管理する河川等に対する支援の充実（河道掘削の例）
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＜図-14＞緊急浚渫推進事業債の概要

＜図-15＞緊急浚渫推進事業債の対象事業の概要
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<図-16>がけ崩れとがけ高さの関係（令和元年度）

　<図-17>急傾斜地崩壊の事例

　<写真-12>九頭竜ダム（九頭竜川水系九頭竜川）

（５）急傾斜崩壊対策事業の要件緩和
　令和元年東日本台風に伴う豪雨等では、がけ高
さが10m未満の箇所において多数の土砂災害が発
生し、要配慮者利用施設等に影響を及ぼすととも
に、避難中に被災する危険性が重大な課題となっ
たことから、急傾斜地崩壊対策事業（防災・安全交
付金）の採択要件について、要配慮者利用施設及
び地域防災計画に位置付けられた避難路が保全対
象に含まれる箇所については、がけ高さ「10m以
上」の要件を「5m以上」に緩和する。

（6）直轄砂防管理の拡充
　直轄砂防管理については、これまで継続的に多量
の土砂流出があることによって被害が生じるおそれ
のある箇所において実施してきたところである。一
方、高度な技術を用いた施工や監視・観測による砂
防管理を必要とするため、都道府県では管理が困難
な箇所も存在しており、このような箇所においては、
直轄砂防管理を実施する必要がある。このため、砂
防管理において無人化施工による除石工事や遠隔
からの高精度な変位量観測等、砂防設備の管理の
実施に伴う安全の確保に高度な技術を要するもの
について、直轄砂防管理の採択要件に追加する。

（１）ダム再生事業
　既存ダムを有効活用し、堤体のかさ上げ・放流設
備の増設等を行うことで機能の向上を図る「ダム再
生事業」について、令和2年度に新たに5事業（直轄
3、補助2）に着手（実施計画調査着手）するととも
に、2事業（直轄2）を実施計画調査から建設事業
に移行し、全国で計30事業を実施している。（各事
業の詳細についてはP35～P37参照）

■九頭竜川上流ダム再生事業【直轄】（福井県）
　本事業は、九頭竜川沿川における浸水被害の防
止又は軽減を図るため、九頭竜川上流の既存ダム
の有効活用（洪水調節容量、利水容量の振替など）
により治水機能の向上を図るものである。令和2年
度から実施計画調査に着手する。
【事業概要】
　事 業 内 容：放流機能増強
　全体事業費：約310億円
　事 業 期 間：2020年度～2032年度

■旭川中上流ダム再生事業【直轄】（岡山県）
　本事業は、旭川沿川における浸水被害の防止又
は軽減を図るため、既存の旭川ダムの利水容量を洪
水調節容量に振り替えるとともに、放流機能の増強
を行うこと等により、治水機能の向上を図るもので
ある。令和2年度から実施計画調査に着手する。
【事業概要】
　事 業 内 容：旭川ダム　容量振替、放流機能増強
　　　　　　　湯原ダム　容量振替
　全体事業費：約450億円
　事 業 期 間：2020年度～2037年度

3.  新規事業
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　<写真-13>旭川ダム、湯原ダム（旭川水系旭川）

　<写真-14>小見野々ダム（那賀川水系那賀川）

　<写真-15>奥裾花ダム、裾花ダム（信濃川水系裾花川）

■小見野々ダム再生事業【直轄】（徳島県）
　本事業は、那賀川沿川における浸水被害の防止
又は軽減を図るため、既存の小見野々ダムを下流に
移設し、利水容量を洪水時に洪水調節容量に振り
替えるとともに、貯水池に堆積した土砂の掘削を実
施し、新たに治水機能を確保するものである。令和
2年度から実施計画調査に着手する。
【事業概要】
　事 業 内 容：小見野々ダムの下流移設、容量振替、
　　　　　　　堆砂対策
　全体事業費：約500億円
　事 業 期 間：2020年度～2038年度

■裾花川流域ダム再生事業【補助】（長野県）
　本事業は、裾花川沿川における浸水被害の防止
又は軽減を図るため、既存の奥裾花ダムをかさ上げ
するとともに、既存の裾花ダム及び奥裾花ダムの堆
砂対策により、治水機能の向上を図るものである。
令和2年度から実施計画調査に着手する。
【事業概要】
　事 業 内 容：奥裾花ダム　堤体かさ上げ、堆砂対策
　　　　　　　裾花ダム　堆砂対策
　全体事業費：約710億円
　事 業 期 間：2020年度～2062年度

■引原ダム再生事業【補助】（兵庫県）
　本事業は、引原川沿川における浸水被害の防止
又は軽減を図るため、既存の引原ダムをかさ上げす
るとともに、放流機能の増強を行うことにより、治
水機能の向上を図るものである。令和2年度から実
施計画調査に着手する。
【事業概要】
　事 業 内 容：引原ダムの堤体かさ上げ、放流機能
　　　　　　　能増強
　全体事業費：約210億円
　事 業 期 間：2020年度～2029年度
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<写真-16>引原ダム（揖保川水系引原川）

<写真-17>藤原ダム、奈良俣ダム（利根川水系利根川、楢俣川）

<写真-18>大町ダム、高瀬ダム、七倉ダム（信濃川水系高瀬川）

■藤原・奈良俣再編ダム再生事業【直轄、水資源
　機構】（群馬県）
　本事業は、利根川沿川における浸水被害の防止
又は軽減を図るため、既存の奈良俣ダムの洪水調
節容量と既存の藤原ダムの利水容量の振替を行
い、両ダムの放流設備を改築することにより、治水
機能の向上を図るものである。令和2年度から建設
事業に移行する。
【事業概要】
　事 業 内 容：藤原ダム　容量振替、放流設備改築
　　　　　　　奈良俣ダム　容量振替、放流設備改築
　全体事業費：約17億円
　事 業 期 間：2019年度～2022年度

■大町ダム等再編事業【直轄】（長野県）
　本事業は、犀川、千曲川及び信濃川沿川における
浸水被害の防止又は軽減を図るため、既存の大町
ダム、高瀬ダム及び七倉ダムの利水容量を洪水調
節容量に振り替えるとともに、堆砂対策を実施する
ことにより、治水機能の向上を図るものである。令
和2年度から建設事業に移行する。。
【事業概要】
　事 業 内 容：大町ダム　容量振替
　　　　　　　高瀬ダム　容量振替、堆砂対策
　　　　　　　七倉ダム　容量振替
　全体事業費：約360億円
　事 業 期 間：2015年度～2029年度

（２）高規格堤防整備事業
　高規格堤防は、「人命を守る」ということを最重
視して、首都圏及び近畿圏のゼロメートル地帯等の
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<写真-19>大宮東地区の現況

<図-19>高規格堤防の多面的な効果

■淀川直轄河川改修事業
　高規格堤防（大宮東地区）【大阪府大阪市旭区】
　本地区周辺で堤防が決壊すると、浸水区域内人
口は約51万人、被害額は約5.9兆円に及ぶ等、甚大
な被害が発生する可能性がある。このため、高規格
堤防を整備することにより、堤防決壊による浸水被
害を防止するとともに、敷地が高台化されること
で、広域的な避難場所としての利用が可能となり、
地域防災力が向上する。
【事業概要】
　事 業 内 容：延長約130m，幅約100m
　全体事業費：約16億円
　事 業 期 間：2020年度～2023年度

（３）環境整備事業
　総合水系環境整備事業は、水系一貫した環境整
備を実施するものであり、「生物の多様な生息・生
育・繁殖環境の確保」、「健全な水循環系の確
保」、「河川と地域関係の再構築」の方針に従い実
施するものである。そのうち、「河川との地域関係
の再構築」において、令和元年度には、新たに16件
のかわまちづくり計画を新規登録しており、新規登
録した16件のうち、令和２年度に事業着手する主な
事業は、以下の事業である。

低平地において、堤防の決壊による壊滅的な被害
を回避するために整備を進めている。高規格堤防の
整備により、整備箇所の堤防の安全性は格段に向
上し、氾濫時には周辺住民等の避難場所や様々な
活動拠点として機能するとともに、良好な住環境が
提供されるなど多様な効果が発揮される。令和２年
度は新たに以下の地区に着工する。
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<表-2>令和元年度  「かわまちづくり」支援制度への新規登録箇所一覧
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<図-19>肱川かわまちづくりにおける水辺空間の整備イメージ

<図-20>北十間かわまちつくりにおける水辺空間の整備イメージ

■肱川かわまちづくり（第１期）【直轄】（愛媛県大洲市）
　大洲市では、平成30年7月豪雨災害の甚大な被
害に対し、今後取り組むべき復旧・復興の基本施策
を体系的に取りまとめた「大洲市復興計画」を作成
し、経済・産業の再生の施策の一つとして、新たな
視点での観光資源の開発に取り組むこと、松山を
訪れる観光客並びに東・中予の住民を当地域へ誘
引するための拠点整備を県・南予各市町等とも協
調しながら進めていくこととしている。この取組を充

実させるため、本計画では、かつて「かわ」と「まち」
をつなぎ大洲の発展を支えた「かわみなと」を復活
させ、人が集い、自然・歴史等にふれあえる水辺空
間の整備を行い、新たな賑わいの創出、地域の活
性化を目指す。国土交通省では、この取組に対し、
必要な河川管理施設の整備のほか、河川空間にお
いて営利活動を実施する場合には、河川占用敷地
許可準則22条に基づく、都市・地域再生等利用区
域の指定等の支援を実施する。
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<写真-20>被災状況（平井賀の沢（田野畑村）

<写真-21>被災状況（尾崎白浜の沢（６）（釜石市）

<写真-22>宮城県丸森町における土砂・洪水氾濫発生状況

■北十間川かわまちづくり【補助】（東京都墨田区）
　墨田区は、北十間川西側区間（枕橋から東武橋
付近まで）において、2020年東京オリンピック・パ
ラリンピックを見据えた東京スカイツリー・浅草間
の賑わい創出と観光回遊性向上を目的に、水辺を
中心とした鉄道高架下、北側区道、隅田公園（南側
の一部）等の一体的な整備でかわまちづくりを行っ
ている。河川管理者である東京都においては、この
取組に対し、護岸の耐震化に合わせて、親水テラス
や「かわとまち」をつなぐ動線整備等を行うととも
に、河川占用敷地許可準則22条都市・地域再生等
利用区域の指定範囲における推進主体や民間事業
者のソフト施策の支援等を実施する。

（４）砂防事業
　砂防事業では、令和元年東日本台風等の被害を
踏まえ、災害が発生した地域における二次災害防
止のための災害関連緊急事業、その周辺地域をふく
めた土砂災害対策の集中的・重点的実施のための
特定緊急事業や激甚な災害が発生した一連地区に
おける再度災害防止のための激甚災害対策特別緊
急事業を実施する。令和２年度は新たに以下の事
業に着手する。

■岩手県における令和元年東日本台風による災害
　への対応

　令和元年東日本台風により、岩手県下閉伊郡田
野畑村、下閉伊郡岩泉町、下閉伊郡山田町、上閉伊
郡大槌町、釜石市において、激甚な被害が発生した
ことから、一連地区の17箇所において本事業によ
り砂防堰堤等を整備し、再度災害の防止を図る。

［具体事例］
　令和元年東日本台風により、宮城県伊具郡丸森
町において、土砂・洪水氾濫が発生し家屋等に甚大
な被害が発生したことから、阿武隈川水系内川流
域では、緊急的な対策としての直轄砂防災害関連
緊急事業に引き続き、流域全体の土砂・洪水氾濫
を防止するため、直轄特定緊急砂防事業により集
中的に砂防堰堤等を整備する。

■宮城県における令和元年東日本台風による災害
　への対応

三陸地区砂防激甚
災害対策特別緊急
事業【補助】

砂防堰堤工
等 約39億円 R2～R5

事業名 主な工種 全体事業費 事業期間

阿武隈川水系特定
緊急砂防事業【直
轄】

砂防堰堤工
等 約90億円 R2～R6

阿武隈川地区砂防
激甚災害対策特別
緊急事業【補助】

砂防堰堤工
等 約22億円 R2～R4

事業名 主な工種 全体事業費 事業期間
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<写真-23>被災状況（女塩淵沢（嬬恋村））

<写真-24>被災状況（内匠地区（富岡市））

<写真-25>被災状況（西山沢（長野県佐久市））

■群馬県における令和元年東日本台風による災害へ
　の対応

［具体事例］
　令和元年東日本台風により、群馬県吾妻郡嬬恋
村の女塩淵沢、富岡市の内匠地区において、土砂
災害による甚大な被害が発生したことから、特定緊
急砂防事業、特定緊急地すべり対策事業により渓
流保全工等を整備し、再度災害の防止を図る。

［具体事例］
　令和元年東日本台風により、長野市、上田市、佐
久市、南佐久郡佐久穂町、小県郡長和町において、
土石流による激甚な被害が発生したことから、一連
地区の15箇所において砂防激甚災害対策特別緊
急事業により砂防堰堤等を整備し、再度災害の防
止を図る。

女塩淵沢特定緊急
砂防事業【補助】 渓流保全工 約２億円 R2～R4

内匠地区特定緊急
地すべり対策事業
【補助】

法面工等 約１億円 R2～R3

事業名 主な工種 全体事業費 事業期間

■長野県における令和元年東日本台風による災害へ
　の対応

玉根沢特定緊急砂
防事業【補助】

砂防堰堤工
等

砂防堰堤工
等

約１億円 R2～R4

和熊川特定緊急砂
防事業【補助】 砂防堰堤工 約１億円 R2～R3

小久保沢特定緊急
砂防事業【補助】 砂防堰堤工 約１億円 R2～R4

東部地区砂防激甚
災害対策特別緊急
事業【補助】

約19億円 R2～R4

事業名 主な工種 全体事業費 事業期間
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<写真-26>被災状況（今井谷川（岡山県新見市））

<写真-27>被災状況（太田川（岡山県新見市））

<写真-28>被災状況（金立川（佐賀県佐賀市））

岡山県における令和元年９月３日豪雨による災害へ
　の対応

［具体事例］
　令和元年9月3日豪雨により、岡山県新見市の今
井谷川、太田川において、土石流による甚大な被害
が発生したことから、本事業により渓流保全工を整
備し、再度災害の防止を図る。

　令和元年8月前線豪雨により、佐賀県佐賀市の
金立川において、土石流による甚大な被害が発生し
たことから、本事業により渓流保全工を整備し、再
度災害の防止を図る。

今井谷川特定緊急
砂防事業【補助】 渓流保全工 約１億円 R2～R4

太田川特定緊急砂
防事業【補助】 渓流保全工 約２億円 R2～R4

事業名 主な工種 全体事業費 事業期間

■佐賀県における令和元年8月前線豪雨による災害
　への対応

金立川特定緊急砂
防事業【補助】 渓流保全工 約１億円 R2～R4

事業名 主な工種 全体事業費 事業期間



�� 第786号令和2年 4月30日発行

23

��¨��

fR�@�C�9R
R
x/-�*8O�ER R R R WVU\Y^�	R

R R R y.�esue5Pe0�R 8zRRRRRRRR �}
���
��~�
R
R
x�-K�*O�ER R RRRRRRR X_]�	R

R
x1��#O�ERRRRRR`[WZaZ[[�	R

R
xA <ER R R R R R RRRRRRR R R RRWV�	R

R R R R R
R R R R�CR R R R R R RRRRRRRRRRRRRRRWWUZVV�	R
R R R R R R R R R R R R R R RRRRRRR RRRRRR R}��	����~�

R/-�*8O�En+BR
R

SWTP1�D6�onG�n
I�RR RRRRRR]UW_Z�	R

R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R R RR RRR �
��������RR
RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR� RR� 
�������
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � R� � R� }��
�
��~�
R
RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR� ����������������
������t�/�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � RRRR� �}��
�
��t�/~�
R
�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �����������

����
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � RRRR� }���
���~�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � R

SXT��n��4P1rwtvn>'�R

RRRRRm�jpC34l�=x%!R RRRRRRR
R
SYT-�D6�on�MS-H7NnFqgn�
8TR R ^_�	R

R

};~mt�s(�TVHjeyd�

};~�,��tZ�q�R�j�zrf �jeyd�

b�S�"scD��qF	W4K�0��
���
��cF	W4K�0�}*O~����
��� jeyd�

b}� ~3kuc�i)J+$ItowtM2|@�t.L{\l�

ba� �3kuc�%t>#*1Z�VtCX�P�H{�v� b}� ~3kuc�i)J+$ItowtM2|@�t.L{\l�

��7
!�sxyU^t_B�|=A��
��Q-ho¯��£u<�°Ê��"�

��
6��tY]P�towt�
���J1R�Ê�9�

�����)�`G���HtN?>#s�
���$nyU�G[ÉÒÕ�Du:£d�

XUW]^�	!

R d("&�Q1�?2��C�9y�?��:TR
R
R R x�#x�?O�ERRRRRRRRRRR[]]�	R
R R R R R R R R R R R yhke�#[\Z�	e�?WY�	zR

� � � � gp�9'Z�� �
�
����cE[Z�� � ����	��c<&Z�� ��
���

¡�?f�¡�?ç	��?�
äâÞÜÝèáèy��ÉÒÔ!
gt¼À2&É­=¢@Å4VÊ!
�)�:�¸}½ÕIÖ!
!
^?çT?Ê&k�É¶³Ä!
0£E"<��Ù�v�É9Y­!
�:Ê�nÙ+Õ!

¡
�
?!

	��?!

=¢@!

î��éîê��îê� e�3!ÉÒÕ�¥Ê©�"çr|"Ù�OµÀ�

� � � � � � � � � ¯��£u<�°Ê��"� éîìòê� �
òëðîï���
}M2|@�t.L{\l� �������~��

�¬�*�C$«���%�Å|5È�:¸�}¾ÕÈÇ­e�3!ÉÒÔ©�çr|"¾Õf:É<¾Õ7�DÊ'
�Ù+ÕÀÏ­-/�~���Ð(ÏÀàåã<�Æ�S¼È¸Ó­��£u<�Ù�v�É9Y®±h?²�

:8�5HZ�V�


s?f�
s?é5hi�f�ê�
�k�ÊXq@��Ùlf·Ó6ÕÀÏ!

s?f�ÅË5hi�f�ÉÒÁÄ!
Xq@Ê�kÅkfÙ�f!
!
�f�h#�Ê?A¸x³ÀÏ­!
y.­MF]5�bÊjf¸}½ÕÆ­!
Xq@ç¡>@�Ålf�:Ê¶¿Ö!
éQ8�:ªô� �ñëóíí��ê!
!
!

5�bÈP�ÉÒÔ�f�Ê!
h�ÙNA¼­K8»ÖÕ!
Xq@ç¡>@çw@�Ê!
5�bÈlfÙ£¹!
!

'!(!����!
(!������!


���!�*��)+,$
��-./13-02 �$

��
$

�
$

#�
$

��	%�	&$
���$
$ ��"$

����

������������������

5hi�f�h#�Ê<�Ûæèß�

¼ È Ê ¸ Ø! ¶ ¶ º ´ Ã Î Ú ¾ ³ ×!

Â Ì Ï ¼!È ¸ ¶ · ¼!

È¸¶· ¼!

m?f�Z ?ép��ê�
m?f�Z ?Ë­k�����ÉÒÔ­!
BLïC$«�Ê�fÅ|5È�:¸�}!
�

"#�c`Ê_\Ñh�P�Ù!
¤��É9Y­h�ÊW¦�Ù!
��¾ÕºÆÅ­jfÙ7�Ék�!

����	�����

±<��;²! h�P�!

�$+��������

c`_\!

"L�m)ipbc,R
$/YZ�;JR

�	����

õöz{o�c`!

������

Ò Ç ¸ Ø! Í Ê ¸ Ø!

���
�
�
È ¸ Ó ¸ Ø! ³ ½ Ó ¸ Ø!

¯ £u çnu ­,-E§"ÊÀÏÊ �·C�H<� ° �

���� �aÉÒÕ!
� !!�*�CDÊ9Y�
!

<�ÊÛæèß�

��%

!&��#�

0£

 ��
�'
!&������(�
�
�����	��'��
'����"�

)�����*!



�� 第786号令和2年 4月30日発行

24

Ġ��ĜĠĝ��Ġĝ� ��=(ûĉČ½ÏüÓ�)ě��)ď¸hãò�

� � � � � � � � � Ü�$Ë�J¥Ýü%Á)� ĜġğĤĝ�

���
���

�Ø
2�X.Ô£��/¤÷�?úµGæ��ðČúùÚ��=(ûĉċÓ�ě��)ðČ�GûJðČB�Yü0�
ď5ČòĄÚ78 �¹!¤ą1ĄòĒĖĕJ¥øÂkïúæĊÚ�$Ë�J¥ďÇ��ûEqÛÞēęß�

c�ēęĜÍ�Q�¨c�Qĝ�
Í�Q�9÷ýÚd`v?!
÷àČs2""X#w��Ć!
Wc"$X%w��¤÷!
��µGæ>�!
!

!

Í�Qü��µGü¿�Ú!
��ü�Vú�°üªg¤ď!
��ûÚ
2%XYCcû0éö!
c�ēę\»�|ďjÃ!
Ĝy
\»R��ĝ!

���!
äąüæĎ!

���!
ćîĎï!



�!
ĉëöï!

���!
ñĐĀèï!

���!
óáñĐï!

���!
àçòï!

�	��!���!
þæï!úČñăĊ!âìāô!

���!
ĂíøôĈâ!

c�ēę!
y
�D�¯!

�u6Å$&"/!

Ùs2""X#w��!

����Ĝ~fT� ?Í8+ĝ!
ÙWc"$X%w��!

	�
�!
��
�!
��
�!

��!

ä ą ü æ Ď!ú Č ñ! ú Č ñ æ Ď!

	���!

ĉ ë ö ï! ò á ć â!

ó á ñ Đ ï!

��ü?	T¤ü��µGď¿�!
Ĝ�Qo�º�ûDĄČ�Qm�ø�ñČëø÷Ú!
� �Qo�º�¹}ü��ûJïö!

��enď©'()***e��ĝ!

����Ĝ?	T� IÕ?S8+ĝ!
ö Ċóöääāç!

ĤĞĢĠġ���
��������
���� ����������


	�������

Ü Ë� ě�� Ú67^Ò)üòĄü �åX¬aJ¥ Ý �

ÉOēęĜ?�Q�¨?�QěÐM�ĝ�
ÉOēę÷ýÚ��Ĝ?�Qĝû!
�¢ÆæàċÚ�Qm�ûĉõö!
túČ��¼¦'zæx_÷çČ!

úæïā! ääáæĎ!

ÉOēę�

ÉOēęĜ6ĝ�

:Ëåí�ê!
�Åi#!

?
�
Q
�

!
!
��������

:Ëåí�ê!

+,-,.!

�Åi#!

�Åi#¤ďÎ��ûEqïÚ!
ÉOēęül�¹"ďm3ðČëø÷Ú!
rxû��B�bü0�ď5ČÛ!

�
	��

���¶&�|ûĉČ!
� !!
2�XYüEq��!

��L¨Ĝ�Z�ĝ�
� ��L¨ýÚÔ)²PNü±]ú8¾æ�UïÚL×p
Ñā÷A8Ê�æÃKðČúù7 �Gü,ÌbæÖáÛ!
!
!
� ¡eT¤üT´8-ÿ6ÅÚÈÅ¤üÇ·�À«ď��
ðČòĄÚ Ë;:¤ďo�ðČÛ!

Ġ��ĜĠĝ��Ġĝ� ��=(ûĉČ½ÏüÓ�)ě��)ď¸hãò�

� � � � � � � � � Ü�$Ë�J¥Ýü%Á)� ĜĢğĤĝ� �

č õ ë â!

�������

ĘđĚėĔQĜ*�Åĝ�
� ĘđĚėĔQ÷ý�9�æ
³[ïöäċÚ7 ě����
ûĉČµGü,ÌbæÖáÛ!
!
� 7 ě����ûĉČµGď
Ë�ðČòĄÚÎ��ûÄ 
8¤ďo�ðČÛ!

���
	�����

{Fy­! 6Åġĥģ/!

ĘđĚėĔQ!


����§4�

Ä 8!

"#$��§4
ĜE®ĝ!

6Åġĥģ/�

ĘđĚėĔQ�

�Ø
2�X.Ô£�	/¤÷�?úµGæ��ðČúùÚ��=(ûĉċÓ�ě��)ðČ7 �GûJðČB�Y
ü0�ď5ČòĄÚ78 �¹!¤ą1ĄòĒĖĕJ¥øÂkïúæĊÚ�$Ë�J¥ďÇ��ûEqÛÞ Ëß�

����������

�@Q!

H<LĜÐM�ĝ�
� H<L�@Q�9ýÚH!
<LåĊÚ7 ��Ú��æ!
��÷àċÚ7 �Gü,Ì!
bæÖáÛ!
!

!
� H<T´8-ÿ6Å¤üÇ!
·�À«ď��ðČòĄÚÄ!
 8¤ďo�ðČÛ!
!

����

Ü Ë� ě�� Ú67^Ò)üòĄü �åX¬aJ¥ Ý �

ĤĞĢĠġ���
��������
���� ����������


	�������

���¶&�|ûĉČ!
� !!
2�XYüEq��!

��
���

�������

����

��� ����
�

����

�����
	���

�����

����

6Å��	/�



�� 第786号令和2年 4月30日発行

25

Ī��ĦĪħ��Īħ� }�?$ąčĐ¿ÜĆà�%Ĥ��%Ē¹fñü�

� � � � � � � � � ê�!Ù�H§ëĆ"È%� ĦĭĩĮħ� �

���
�

���
�

ĞęěġģěĄăĒl�ùè¡�Ć2]Ē3ď

âĒÙ{ûĐĂĂċąè±\7Ēä�¦Ć
µFóĎCĐé�

ä��MĦä��ħ�

ä��Mćè�ª5¡Ć�IČ�M�
¡ĆÏm¦ąčď�6ċ�M
âôË
³ùĀòďè"ñĀ-áT·7SāîĐ
üĊèä�Ăä�ąčĐµFôÌ*W
YĂĄõ��é�

±\ą�,ČÁ�ôÛ¤ùĀòď�@
ĄµFô�úĐađé� ÅgûĐ�MČ�OĆl�Ă�

ÊiùĀ9ÙĆóø�öĒÛ��ą
³ïè±\7ĒÙ¾ûĐé�

�ÓĤ�;�MĦ�Ò�ħ�

±\ąGÛùü
B7ČÔÍÃ¬Ē�
eñèä�¦ąčď�@Ą�~µFô
�úĐađé�

¨ď[ïyÉĆ�M9ÙĆl�ĒEoùè
��ąHûĐ��z²Ē¢�ûĐé�

ã��MĦÞL�ħ�

ã��Mćè�ÆûĐ(�ĚġĜQ@7Ý
ąčĐ¥Ī�Ć��ôèt�āīĲĭ�ā�
�ÎûĐ78ĂĄýĀòďèq`ĄH§ô
^¸é�

¨ď[ïyÉĆ�M9Ù�

±\ąä�UÓĒeñĐä��MĦä�Rħ!

±\ąGÛùü
B7ĒeñĐ!
�ÓĤ�;�MĦ�Rħ!

û Đ ô!

���Îôqïã��MĦ��Rħ!
Č ï ÿ ù!

þ ù!

ðñĆ � ù Ďþó!

Ub"#V$u"#p� c)P&!
Ă Ĉ Ď!

���
����	�������
��

�ç�1�V-á¥��.¦ā�@ĄµFô��ûĐĄăè}�?$ąčďà�Ĥ��%ûĐ~FąHûĐD�YĆ/
�Ē3ĐüĊè57��º ¦ċ0ĊüĘĜĚH§ĂÊiùĄôĎè�!Ù�H§ĒÒ��ąEoéì�Mí�

���
�

Ub"#V-á%&.� =JP&!

wj�MĦ�Z�ħ�

wj�Māćèä�ąčĐÂ�Č�
�ÇÚFôà�ùĀïĐé�

±\ąćR´7ôXôýĀòďè�
�~µF¦�@ĄµFô�úĐađé�

9ÙĆl�ĒEoùèR´7Ē
ä�¦ąčĐ�~µFóĎCĐé� ±\ąR´7ĒeñĐwj�MĦr Rħ!

ê Ù� Ĥ�� è45[ß%ĆüĊĆ �óV«`H§ ë �

ĮĨĬĪī���
1��0��+��/()� �����	�2��

�����&�!�

���¶#�xąčĐ!
� !!�1�VYĆEo��!

ĂðĈē!

Ī��ĦĪħ��Īħ� }�?$ąčĐ¿ÜĆà�%Ĥ��%Ē¹fñü�

� � � � � � � � � ê�!Ù�H§ëĆ"È%� ĦĮĩĮħ� �

�ç�1�V-á¥��.¦ā�@ĄµFô��ûĐĄăè}�?$ąčďà�Ĥ��%ûĐ~FąHûĐD�YĆ/
�Ē3ĐüĊè57��º ¦ċ0ĊüĘĜĚH§ĂÊiùĄôĎè�!Ù�H§ĒÒ��ąEoéì�~Íí�

�~ÍąčĐ�~H§ĆhË!
!

� }�?$ąčĐ¿ÜĆà�%Ĥ��%ą	ð�~��!
ĢėĕĆ>@ąH_ûĐüĊè�O�xČ|Ø�x¯¦!
ĂċÊiùþþè�Y�FÙ{ą"ñ�!Ù�Ć»�ċ!
0Ċü¼��ĤÛ��Ą�~H§ĒhËûĐé!

Ü~ğģĝĆl�� À�o½Ćl��

ìH§ĔĠĥĖí!

£AO�ONR�
Ħ�1�V��uħ�

n���ÂR�
Ħ�1�V��uħ�

ì�~��ąčĐ�~µFí!
�1�V-á¥Īį.ąčĐ�~å� �1�V-á¥Īį.ąčĐ�~æ�

İ+®ı�~Ío½Ć°~%ĆhË!
!

!
� -á¥"#.¦āćè�~��:Čğģĝ:ą!
òïĀ�~µFąčĐz²�{ô��ùü÷Ă!
ĒÄĉñè�~Ío½Ć°~%Ē"È%ûĐé!

ìH§ĔĠĥĖí!

ì�~µFąčĐ�~Ío½Ćz²�{í!

� 3�# �+��"�������%
,'�0�
��%*-.���

Ù~dĆ½­�×,ÑĆÖ<�

'sO�8�~Í�
����&©v��:�

�~µFąčĐo½Ćz²�{å�

ÐKR�~Õ�ğģĝ:�

�~µFąčĐo½Ćz²�{æ�

īĭĭ��Ć�k�

��$��&�!�



�� 第786号令和2年 4月30日発行

26

ě��ėěĘ��ĜĘ
u��òÀÈ¦$òåöòW:^�ò�@� �

Í�/�NP)Ë���+�òb°Ā¹õ×ÎzJòw�ø��W:ïîòW:ò�@Ā2ýíí÷ðÎÃ
�¡�í¼_áïÚûÎ
u£ûòÀÈ¦$ðéïÚýW:ò^�Ā]½ãýÏ�

wAđćąĐăĔò�3Z>ðúý
5�tòx�!ºVòª×ý%!

x�ò!ºVðUâëÎK*I"Î!
��~¼��ð¥ ßáë¨�!

Ò|w�¬òQ%Ó! ÒzJW:ò�@Ó! ÒďĊĂā�í¼_áå!
� � � � ��ðFÝW:��Ó!

'q��6w�¯! �h6zJ�¬ĄďĐ!

zJw�ĕ��W:ò=5�%!

|w�:�ò�@ï^�!
/2401.3(+,�"$*&!$*��

'�	)�� �����

� � �
	�

zJ�¬ĄďĐi�!

ąđĈą!

���������

34�»�¢0ðúýDÁB®²!

ĆĖČĒĉēċĀ»âåđāđĉĂòÔýW:^�!

ďĊĂā�í¼_áåÀÈðéïÚý
!ºVòÔýW:ò^�!

Ðv³W:ÑÎÐwAĕ4��AW:Ñ�ò���¨�!

�h6zJ�¬ĄďĐ��!

ĞęĝěĜ��ò�c�
��������
���� ����������


	�������

ě��ėěĘ��ĝĘ��/�N)Ë���+�ò£��AðCãý�
� � � � � � � � �a¤Sgðúý�P�AÄr� ėěĚĜĘ� � ěęğğĜ���

��������
���� ����������


	�������

ÌmJw�E�JėHG��eLĘ�

MX��N
l´ÉìóÎE�J(ô�

`Jò9Äy<ðúüÎ�eLò�

���Ā�Tð�>ï©AÚ���

ė�������
Î���	��YĘ�

�

�

�

nñ�NÂė�/�NPõìĘĀ�oðÎ�

ÌmJíE�Jò,~�
køE�Jò9ÄQ%�Ā@f�

-«pò|wĀzJò�ì?�ð~�àäÎ�w©AĀÄÞ�

�
�
��

�

åÙóáÚÿ! Ø æ Ú ÿ! Ý û á Û á!

õ ô ç ù Ö!

Í��ïwAò��øO��wÚÊ�áÎ�.©Aø3uò�}ð>Ûï`ÅÚ�âå58�ðØÕëÎ
a¤SgðúüÇ��ð�P�AÄrC�Ā@fãýÏ�

�eL§5!



����������

&G\#!


���)��
�)��������

��
��
	�
��

	R9Ä± !

&G\#�1!

�­Jw��­Jĕ�{Jė�µ�sÆLĕE7L�Ę�

�/�N�lò´ÉìóÎ�{J�

�Ùûò·wÎ`Jøw¸Ùûò�

x��ðúüÎsÆLĕE7L��

ðØÕë�>ï©AÚ���

ė�	�����
Î������YĘ�

�

�

nñ�NÂė�/�NPõìĘĀ�oðÎ�­Jĕ�{J�ò�

�9Îz¿\#Î¾w5d�Î[wĎĔč;Q�Ā@f�

-«pò|wÚ¶Ûåjò·wĀÄÞ�

þ è Ù Ý Úÿ! å ß Ø á!Ö á ê Ú ÿ! Ø Ü á!

�!
{!
J!

�	��������



�� 第786号令和2年 4月30日発行

27

û��÷ûø��ýø
+�P&Â���'�Þ���?ÝAÔé�
� � � � � � � � b WgÝæé�S�?¼u� ÷üúüø�� �

Ä��Ü/��?Í��ÒÅ�*¤?å.vÞ�}Ý;ÎÜa½Í�ÓÖ02�ÝËÈÙÅb WgÝæ
è¾��Ý�S�?¼uA�í>eÔéÆ�

ûùÿÿü���
��������
���� ����������


	�������

"�Iw�÷��µø� � � �

� OX��P��µ�\m¶0ÀÝæèÅ"�Iw�fÃN
�IÚßzµ¹7Í��ÒÅ)w�ñïòóIÅm+I~2
ÝËÈÙ:cÞC�G8ÛÅÐêÝ�É:·Þ/�~�Í�
�Æ!
�
� �� #���'� �%� �!&��"���
�����
� 
����"�������
�	��

������
� 
 � 	 � ��

����
�	��
��

��
��
��

���	�
���

� � � � ���� ��

A��îôöð÷�¼54ø!

zµ¹7�{!

C�G8���{!

� OX��P�i¬¿ÝæèÅQF��ÚßÅC�G8Í:c
��ÒÖÐÛÝÛäÜÈÅ;·Þ/�å~lÍ~�ÒÅ�~
Ý/�õ|wx�íäÖçÔÛÛäÝÅ�@�Ý�;Ü¤?
Í��Æ�
�
� #���'� �%� �$!��!&��"����

����
����"�������
�	��

^�ĀQF�!

/�õ|wx����{!

A��îôöð÷´�0ø!

�� ��� ��#$�!������ ��"
$�!���
� � � � ���� ��

QF¥¶C�õ<¢!¶C�÷QF�ø!
Ç Î!

à × Ì â ë!

Ü È Í ì! Û É ì Í ì!

Ç Ø ã Í ì!

� �S�?¼uÝ®Ôé�=��í}�ÒÖ�?Wg�q� �?Wg»�­�

Ä¤�zIÞWgÝÇÖèÅ�?Wg�qÝËÈÙä4¼ÞH�Ï�Þb WgÍ>eÚÎéÐÛÌçÅÐêç�
Sä}�ÒÜÍçÅ±²Ý�S�?¼uA�í>eÔéÆ�

�
�����

OX��P�i¬¿ÝæèÅ��zI�YIÚßÅ4¼y8å������	ÝìÖé

4¼°wÍ��ÒÖÐÛÌçÅ°wÑÕÜÈ#UWgí}�ÒÖ�?Wg�q

%á�?»³�qÝæè4¼ÞH�Ïí>eÆ� � � � � �

�!4¼y8!

�YI!

�	������
����
�

� �q�
ĀFo�� � � �qkºĀOX��PSĂ
+�PS� �

� �qr¦Ā�4�/Ås¸KÅT¡K� � �

� �q�
Ā�D�õj�L� � �qkºĀOX��PSĂ
+�PS� �

� �qr¦Ā17/`$Åzµ[MÅ©EKÅtpKÅ5K�� � �

OX��P�i�J�¶¬¿ÝæèÅ�VIw�¯ªI9þzIÚßÅ@Bå��0

Þ~�õ�wÅzEåtpÅ5Þ_8�Å�;Ü¤?Í��ÒÖÐÛÌçÅ�?Wg

�q� ÷�=�øÝæèÅzµÞ[MåzR]�í£ÉÛÛäÝÅtpÞnhÊå5Þ

	hÊí>eÆ� � � �

������

������!

������

å Û Í ì!Ç Ì Ö Ý Íì!

�
�����

Q�,ÝìÖè�V0Í¤�ÒÅe¨¤?Í��÷A« ºÞÿ���øÜ

6(ÝÅ�=§�Ý3ØÎÅ�Á�?Wg�q­ÝæèWg�

°wÝæè4¼�Þe¨Í¤�ÒÖ6(ÝÅ¤��ZÞ#UWgÝÇÖèÅ

��~ÞzIb�§�Ûd(Þ-êé�,ÚÅ4¼íH�Ï�

������

4¼H�Ï!
4¼H�Ï!

°wÑÕÜÈ�
#UWgí}�Ò�
�ýā4¼H�Ï�



�� 第786号令和2年 4月30日発行

Ē��Ďēď�-/ë0@�Ã�÷ċĂćë�i#ê8Þõ�
� � � � � �¯��é��Če`� ĎĒđēď�

Ì¿9(#¯�ê0äÚÐ�Ã��.Ñë�W��î¶[ÞõççðêÍ�!�#êòõ�	#ÍºÄ_�#éè
ë`S¨ö|�Ýà��ëÊA#öZ¹ÞõÎ!


����


���
	� ��������


�	���
����

ÌnÀë�!�#ĎĂćüăøčþ#ďêòôÍ_�ë�	#ö,õÎ!

½ªúć÷ÿøčþ!

e`!

ÒnÀë�!�#Ó!

úýċĉúªĂćüăøčþ!

�����������
�������
�	���
����

ÒYto1ĎĄċăďÓ!
� �ląĀĆč!
� � ČX!!
� � Č�¾�x!
� � Č^ � � �!

�!

2©!
2fÖ!

Ąċă!
e`!

ÒtÀ�ĎQ
ďÓ!
� �ląĀĆč!
� � ČĊčćë+¶�x!
� � Č2©ë�M!
� � Č�w£� � � �!

v;��a±ë��Če`��!

»�écgê��Če`ö7a!

a±ëB(#!

¥(�é��&öÃq!

�M�¬!
� Ča±�l!
� Ča±_�cë!��!

�MČ!
�'ö!
T\!

Yto1!

tÀ�

ÒYto1ëºÄ_�Ó!
v;�"P!

Ò�Ó! ÏYto1ë_�öºÄ#Þõ
ÜçæÍ�K�Mê×ÔåY
t�mÙ7a%¢!

�������

Ąċă±�! øčþ±�!

ēĐĒĔĕ���

���������

Ē��Ďēď-/ë0@�Ã�÷ċĂćë�i#ê8Þõ�
� � � � � ¯��é��Če`� Ďēđēď�

Ì`S¨ö|�Ýàv;��ëÊA#$í��#Í �#öZ¹Î!
ÌuāË:ëL��é��ëàïÍO��é�W��ö§ÕççðêUh�8�öl°Î!

Ò}¼­�ë�	#Č��#Ó!

�)ē?AĖ!

����ñÅz�ö|�Ýàp�

.}¼­�S¨öÁ�ÝÍ}¼­�ë
�	#Č��#ö,õÎ!

ČÁ�Ýà}¼­�S¨ë�17²!

����êòõ�
}¸¯�!

ÅzC}¸¯!

ÒuāË:ëO���W��Ó!
¯��Č�Ã���éO���W�
�êòôÍþčûĈùúþö��Ýãã
:ö��Î!

Ò��Ó!

Ò¡dČ´ÉÓ!
ČGjÍa±ë3�ñ�y§��ëT
\�ëv;<¬ì�¬�êòô7aÎ!
� Ďµ�áÛæéÚÍFrñ¦�Øóë�³ÙH«Î�y§�Ù
4Ô�PìÍ<¬ÈAñcÂ=ö3Öå8Iď!

!
µ�êòõv;<¬!

ÿĊčċö�Ôàv;<¬!

ÒÿĊčċ�ö|�Ýàv;<¬Ó!

ÿĊčċČ��®kS¨ö|�Ýà�>
�Pë¤!V�S¨öÁ�ÝÍv;<
¬ë��#Č �#ö,õÎ!

ČÿĊčċêòõ<¬ñÍ��®kêòõ
�>�PV�ë�17²!

Ò¡dČ´ÉÓ!
Č·?Í{tÙ��#Þõ�ÍGjë~
5­�æìÍ­�*ë	*ñ6�ë
��Ù´ÉÎ!

Ò¡dČ´ÉÓ!
ČGjë�W��æìÍa±ë]�Ù
�ÝÚéâåØóe`ö§Õ�ÍERë
8IçéâåÔõÎ!
Čs�3!ê�Õ�Æ�b�êòõDÇ
ðNJÎ!

Č�W��¯�ê0äÚÍ�Ã��êò
õ�W��ö§ÔÍþčûĈùúþö�
�Î�
Č�Æ�b�êòõDÇçßë8Iê
ãÔål°Î�

ēĐĒĔĕ���

���������

28



�� 第786号令和2年 4月30日発行

ö��òøó�\?�u�ËÊ3¤ò\�w¥Ê�×±Ê��xó�

«ª�°Ö\�w¥Ñ�,È�im*Ê��xÊ%'b>�¬�
E�xÉ�j½Ö�{ØF�­!

µ×ÍÀÃ¸ÕxÉÓÖª�°Ö\�w¥Ê��! `7Ø(�Æ»¿n@yåâäîñÜÊ=A!

�47ò�<ró!

DV�96102��
;X	��
4U�IO\A�]/	�>C��

R^)7ò6Uró!

- dÊ\Ø)7Ë1\½
ÖºÆÅ\�¶I!»¬)7
���¶2�½ÖÈÇ¬:
¥�o�zøõ���ZÊ
�
àèâäÆ»Ä.s­!

������

��	��
����


� %'b>�É�j½Ö®ÍÀÆ\�¶��»¿�,Èw
¥=Aòµ×ÍÀÃ¸Õó¯ØF�­!

� +YÈ��Æ�G»È¶Ôn@yåâäîñÜØ� �
=A½Öx¬�,È�im*Ê��Æ�
E�¬
%'b>�ÉÐ�j½Ö�{xØF�­�

� 8^4
Y?N6������3���
RL�*� �

QO7ò5¦r~g��9ó!
g7òKfrKf9ó!

� 4U�b���]/
�>C�

96���#$�*�������
�,�)% *.#
;X	�>C��

M��7ò0&rt89ó! ������

�����
����

��
��

�

��
��
	��

������
�! ����

������
����

���

�
��

���
e%Ø�n!

·Ò²·¿µÎ¶×!

»ÈÊ¶×! ·¾¶×!

ÍÖÑÍ¶×!

ÍÂ³ÌÕµ×!

»Ù¼º!

ÌÕµ×�

ÌÕµ×!

úû���

�����
���

÷ô�kpÈ�\ �WÊF�� �

!

«]\�lÊNPXAØ#Ö¿Ï¬ÚÜÞéïæêïÉ(Ã¸J�Ñ[¥b�Ønµ»¿BaÉÓÖÝàä}c!
� !ÈÇÉÓÕ�kpÈJ�ØF�½Ö­!
«Í¿¬�\ �WÊ�kpµÂD|��È�"É ¹Ä¬]\�lÊ;'�ð���Ñ"""#"$%ÊboxÊ!
� !�{ØF�½Ö­!
«%&'Ñ(%Øbo»¿hVð�TBaÈÇ¬�\ �£É´¹Ö¢�È�©Ê�_É�½Ö¨KpÈKC�É!
� Â±Ä¬$¶��ÆÈÁÄ/�ZìçëÊL�ÉÓÖC�pÈ/�Ø�²®�\ ¨KpC�/��W!ò)*!
� +(,-æíßÛÜäó¯Ø/L½Ö­!
!

��"�!F`�
ZW"�!�

[Qa@�EG�

#%" $"&%!&


�	��

ü

āĄĉćýĂ

��������
������

ãñá�v���S

�����

ĀĂýþąăÿĉĆĈĂ

¡§q�ð¡§H	

�+�$����J=	�).'�-(.&S<PT�

��"�!F`���S7[QEGPT�_BM<�HU:�K5:��*� �

ù÷���

��	��
���

29



�� 第786号令和2年 4月30日発行

30

ę��ĕĚĖ�uVº��ùö?ÌĕuÁ�Íö½ĈÚö���Ė�

ÔÓ�ÙĆuÁ�ÍĀ®5ôª��1ö���ö+-|T�Õ¶�\«�õ»�éĆ"£ĉ^ÅÖ!

ÞĈûíïáą�õăĆÓ�ÙĆuÁ�Íö��! wDĉ.¿òçì�W¡ďčĎĒĔċöOY!

�@Dĕ�L�Ė!

18�+)%$&��
,9���
(7�25;/�<#��-0��

nv/DĕCp�Ė!

7Ç�öuĉ/Dù=ué
Ćäòñu¾ß`'çÕ/D
Æµ­ß>¬éĆôóÕI
Í��¦¢ĚĘ�	´sö
¶�ČđčĎòçð8�Ö!

����	��
�����������

� +-|T�õ»�éĆ×ûíòuÁß°%çì®5ô�
ÍOYĕÞĈûíïáąĖØĉ^ÅÖ!

� 2rô��òÄ_çôßĄ�W¡ďčĎĒĔċĉ� �
OYéĆ�Õ®5ôª��1ö��ò¶�\«Õ
+-|T�õÿ»�éĆ"£�ĉ^ÅÖ�

� *=(
:.4)�	����'���
63� ���

khDĕAÏ�¥��¯GĖ!��Dĕb��b�GĖ!

� (7�>���<#��-0�

+)������ ���
���
�!���� "�
,9��-0��

f��Dĕ:,��FGĖ! ������

�����
����

��
��

�

��
��
	��

������
�! ����

������
����

���

����

���
�+ĉ��!

àāÛàìÞüßĈ!

çôößĈ! àëßĈ!

ûĆĀûßĈ!

ûîÜúąÞĈ!

çĊèä!

úąÞĈ�

úąÞĈ!

Ğğ���

���������

ěėmel3Ñ�ÞĄöQfēQ«Î
¼� Ĝĝĝ���

Ô±�+öQfēQ«ĉ�ÃéĆìþÕf��D�õÝÚðÕwDē~B0ÐöQfĀ§Ñ<��ĉ^ÅÖ!

!"#$"g�%����������
���	�


ēQ«ē��jÍ�õúòĊóö�q÷6�éĆ³Âç�%

:,�!

�
�
�
��

����!

����!

����

�
�
�

Ë©�+ %

�FG�4+ %
�Ì��q&G'%

a�çìf��Dö0Ðß½ĈÚö��õ»�� ĕ�FDÌà�ąĠ��FG�4+ Ė�

�FGË©�+ ö0Ða��y�
ÞóöĈàíĂÛ%

��Du¡f��Dĕ:,��FGĖ%
� %

mel3Ñ�ñ�3ô±;ĉ#âì�ZölQfE�÷HY()I"iõ6�Ö%
�*Õ�FGöQ«ûíïáą·��òÄ_çôßĄÕd¸0ÐöÞæ�ãĀ%
�0ÉõÝâĆ0Ða��ĉÕ
&(IK6�ĉ�[çð9cçðÚĆòäćÖ%
%

ûìÕwD0Ðöa��õÙĈêðÕGtßXÚÕ�}ñàĆuÁ�Íĉ��Ö%

àìÞüßĈ% àāÛàìÞüßĈ% Úçöû à ç%

ēwD<�õÝâĆ×QfØ÷±��ZölQfE�Õ%
� ×Q«Ø÷0Ða�Ā+Ñē{z<��ĉ[é%
ē~B<�÷Õ()�Â�!øÀou��Z ö~BõîÚð�çðÚĆ%
%

��Éö�qõîÚð÷ÕĀýĉPôÚ�Uõăą�+"PÕÎÄ
E�òö¹a�õgÍĉ²çììþÕQ«ē��jÍ�õ6�çôÚ
$¨TßÙĆÖ%
Nà¤àÕ��öE��ZåòõÅ] �ĉRJéĆäò�õăąÕ

Q«ē��jÍ�ö6�ĉ�[éôóÕ+-ö9UõSèÕÈ�õ
<SéĆÖ%

Ò� Å]�

wD<�
ĕ( � ÍĖ

wD<�
ĕªx� � ÍĖ

~B<�

Qf

Q«

�E

6Y

ĕ�ZĐĔČĖ

Qf

Q«

Qf

Q«

ĕ�ZĐĔČĖ

ĕ�ZĐĔČĖ

ĕ�ZĐĔČĖ

ĕa�MÊĐĔČĖ

ĕa�MÊĐĔČĖ

*+ ,*+ #**+

#**+

-.+ /,+

*+ ,*+

/0+

#**+

//+

),+ -.+

*+ ,*+

).+

#**+

#**+

"-+ /.+



�� 第786号令和2年 4月30日発行

31

ĺĴ�©¿h�	�Ï����

í�©¿h�	�Ï���Ċî�Ï�ß¡�°ąüăb@ûėăõĖ!�°ı��Iî½IîËIî{w
Iî�Iî0ÜIî¬TIĲĈ÷õăîĠĨî��Ñ«ĉQÉ+ċ¯�«Ę¿āăõĖïúėĕQÉ��
+ċ¯��$ĈDüî8Ċ��ÝîÄ"ÝĘ��þĖąąĒĈîQÉ��ĈDüÍh_¾ÏĈĔĖÏÝ
�´Ę¿öï"

&� � � � �� ĸOP!
ıĿĲ�

�OP!
ıŀĲ�

�� �!
ıĿĵŀĲ�

QÉ��+ċ!
¯��$� "#$#%&� !"'$()'� *+%&!

&� � � � �� ĸOP!
ıĿĲ�

�OP!
ıŀĲ�

�� �!
ıĿĵŀĲ�

Q É � � � ,$%%%� )$-%%� %+)&�

�Ï���ĉ�$!
ı89�Õ¤\¯��ĉĎøî)�#�¤îÓ���¤î³���¤\¯��.�/ĘAnĲ!

í�3ĸOP�©¿h�	�Ï����®¶aÂ�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ���	����!

í�3ĸOP�©¿h�	�Ï���Íh_¾ÏÆ ¶aÂ�
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ���	����!

89�Õ¤\¯��ĉĎøîJÈ,¤\¯��.�/ĉ�®Ę2Đï!

�ÈĉĎøîÍ_�à�)%��ı�OP)%��ĲùôĖï!

?Å�»��CøĕĉUpįU¼î89Ré%ČĉDVĉĀđĉ��ĉR%�
Ň� ņłŁĳŃńŅŁłĉ��į�ºĉ`�įR%� Ň�

�#$%&'()%$ı!*+,-.+/0""1*23*-+4"#5-6250"$%&#"ĲļµX�CD­�Øâ"Ľ���������ìľ�
í���������ıN[��O	y ÉĲĊî?Å�ć»��C«ĈãüăîÃ�»��ù¿öÃ���ĉÔÖć^dîÃCĉ`?ĉ
á�îÃ�:ĉ�qzUp«ĈDþĖ]À¢ćgeĘ��øĂÔÖĈAnı.êª�
/ĄĊ×*x?ĉ²§�Øiļĉč±
���
��	įoîox?�Øiļ�	�	Ĳ�

í(�ĢĩĤK?:èēëÚ£�:èĘĊýđî?Å�»��Cĉ¡�ùZWûėăõĖ�îN[���OĹyďĄĈâ4iĘ�
 ÉS�ĉĺ�Å�ĉķ�ĸ'	Å�Ĉ>RþĖąąĒĈîģĭİĮ«ĉ����]ÀĘ��üĀY=,å!įá�DV!ĉR%î
ħĮĥÒ«ĉÏ�}ĉ>RćĆî��į�ºĉ`�įR%Ę7Ėï�

ò������.êª�
/ó�
ıÞÜ¥ÞÜLĲ�

� ����]ÀĘ��üĀY=,å!įá�DV!ĉR%� � �

�c�ħĮĥÒĉ>R���CD­�ĦĪěĥğİĉvl�
Tĉ��į�ºĉ`�įR%�

�CD­�ĦĪěĥğİ�
ðô÷ÿĕ/ñ�

ı'uI�¨Ĳ!

ò�����yÌçó�
ıHG¥�kL¦��Ĳ�

ò�������.êª�
/ó�
ıÞÜ¥EMn�Ĳ�

:mj�Fĉ@4ĈĂõăî
?Å�»��CøĕĉUpį
U¼î89Ré%ČĉDV«
ĉĀđîķĶķ	Ę>4�

ģĭİĮĈĔĖÃ���Ê�ą�
Ár6·Ę�õĀĪęīğĚĨs�Û��
ò������.êª�
/óıB<¥���Ĳ�

ĬİĜİÐæÆĈĔĖ�InÉĉ�
Ã���Ê��

ò�����Ļy�·?çóı
Î¥�äLĲ�

�:mj�Fĉ��ĉR%�

�|ÙÒĉ�ºR%�

�CD­|ÙÒČ-f;ÞÐæ
D1Õ�ĝĞġĨı"#$%&ĲĘÉ5�
ò�����à~:já�Õ�Ç¸ó� ì�3�O��y��ot��

�ØA¹�

������������ ����

���	���

����
�

	���
�
����
�

������

�������

������

�	�
���

���	���

��
��

��
��


�

�	�

���

���

��

��� ���
���

�

�

��

��

��

�

�����

������

������

������

������

������

������

������


�� 
�� 
�� 
�� 
�� 
�� 
�	 
�
 
�� 
�� 
�� ��

	
���������

	
��



�� 第786号令和2年 4月30日発行

32

À�@Ûs6Ú«ßÁ�t\Û�[�è�ÞÇÁÃ°sÿnsÁ%&C·�ÛÔàÛĆÉ@�D8�Äè5SÂ�

Àb�wÿ%&��9ÚÈÅ×ÜÁ�
¸}ÛóĀñÿíôð8�èÁĆ@®ā����Ĉ����@BĂØ³�{ÚN¢Â�

Ã�°sÿnsÁ%&C·�ÛÔàÛĆÉ@�D8�ÄÛ¢Juf� āĄăąĂ�

*°C�� _Y
Mÿe¤L���

&�ÿibcr8��

%ć���e=Ú�IÏÁ�e=è3��4�
§¤A~�ć�����e=Ú�IÏÁ������e=è3��4�

MKJ�>�b6UXP`O�ML�9 "ZVPX\N��	��]Y[�:Z�WT?C^[9 "o4!N����pbABUXR_N�G[9 "\���a_Q`O�

%ć	�e=Ú�IÏÁ��e=è3��4�
§¤A~�ć��e=Ú�IÏÁ�e=è3��4�

�°� %ć���HÚ�IÏÁ���Hè3��4�
� � � � §¤A~�ć��
�HÚ�IÏÁ���Hè3��4�
e=� §¤A~�ć��e=Ú�IÏÁ�e=è3��4�

&�s6ÉãÛéþôúÿúéôúéþ��8��

%ć���HÚ�IÏÁ���Hè3��4�
§¤A~�ć�	��HÚ�IÏÁ����Hè3��4�

	"�@BÞØÛ��ÚÈÍåÃ�°sÿnsÁ%&C·�ÛÔàÛĆÉ@�D8�ÄÛ¢Juf�

qS�[�89 "�
�r<
�'�NED�37r<��'��

qS�[�89 "�
�r<���'�NED�37r<�����'��

qS�[�89 "�
5F� �r<��9 NED�37r<���9 N'�� ED�37r<��'�� qS�[�89 "�

�r<	�9 NED�37r<�	�9 �

�°+*ÛS>uf�

ā¬ª~�YVyĂ�

£�'ÛQ��

ā¶:~7.?Ă�

_Y
MÛ�
!

ā�1=~¾�=b���=Ă�
Öå!!!ß!!Êç� á!!Êß!Êç�

Ý Ð Ï!
Ù Ë Ó Þ Õ!

8�ÛéùĀì�

*°C�8�Û�
!
ā�¹�=b��¹�=Ă!
Ì Ò ä â Æ Ê ç�

!&4

,5��1�

*°

)&"��7�,5��(�&
8&��
!&���
	�7'��7%���/�

:���� ;!

�b¤��Û�µ8��

÷þöĀûÛk�°a8��
��Á��Û�µ������Ú
�IÏÁ3��4�

ÿ���ÿ¦²O��ÎæÔb­ÿ±¯áKb`-�!"�HÚÖÅ×Á��z´`è��#
ÿdò½<Û|�ÿ�o��ÚÖÅ×Á �#�Û�©�á´p��Û�w¼B��è5S#
ÿbR�oH$%&�Háe=|�êùú$!&�HÚÖÅ×�´8��è5S#
ÿE,�³��èC�ÑåÔà�0�(ñýĀþ'( Á±�b�üĀëĀñýĀþ% �%Ú¨�#

¼q8��

l;ć����HÚ�IÏÁ�	�Hè3��4�
e=ć�	e=Ú�IÏÁ
e=è3��4�

s6zxUÚ!è2åE,z�Û�5�

	"�@BÞØØ}]¥G��ßÛ8��

ibóëĀñ÷ïõ
�������?yZÁ�bóëĀñ÷ïõ
���?yZÁ�
&�s6óëĀñ÷ïõ
��
���
?yZÁ¼qóëĀñ÷ïõ
���?yZÁ�
hgóëĀñ÷ïõć���?yZÁîø�jÛmbF4$
�������îø�

¿�
ć�IP�3���P�

îø�jÚÈÍåmbF4$
#
ā	"�@$X�G� �=b�Ă#

�T(e=|�êùú#
āv-5�ufĂ#

�T(e=|�êùúć��	���HÚ�IÏÁ3G�4�

�0�(ñýĀþÛ
�
º¡������BÛ�
Cº�Ø»����

�7�����:�3.*�+�;#
qS�[�89 "�
,�F%�8r<���
�N=H�r<	��
��

�=b��= ibmbF4�)$āF4W/�^Ă

qS�[�89 "�
-�r<���9 N'�r<��'��

qS�[�89 "�
;#�'�2@clmr<�����9 �
hdngjfi�
*&r<����1$N
&r<���1$N�
�50�r<����1$NI/r<���1$N�
)(r<���1$Nek�+[.&��
r<��
ek�

0#-���#
0���29�/#
:$�6;#

Ã�°sÿnsÁ%&C·�ÛÔàÛĆÉ@�D8�ÄÛ¢Juf� āąăąĂ�

ÆãáÑ#



�� 第786号令和2年 4月30日発行

33

� � � ßæ�n�q{.�XÉ�/�
� � � � ßæ�n�XÈ´¸Ós¤É���>ÉF�!
L��
�¦�

ìïí�^ßæÎ Í¾N,ßæÉ@<do!

©�;§s½Óc^ÉéÝÛÖOUÈ�e¼Ã±·¾ÍÈÊªN,ÝáàÛÖT�do¼Ã±·ºÅ¶��«�
©ßæ�n�q{.�XÉ�/Ïs¤É���>ÉF�ÈÐÒªßæ�nÉRÇÓG�Ö%Ó«�

��	��


���


���


ü
ú
û

��	��


�

���


ü
ú
û

(
	
÷
ù
�
ø ��	��


�

���


���


��	��


���


ý
ú
û

õßæô1��� ößæôµ»�¹

���


ý
ú
û

�

�
n
�

�
n
?

�ßæÄ
s¤[�Ö
v�

®ßæ�n�q{.�XÉ�/¯! ®s¤É���>ÉF�¯!

��=uÉ!
}m½Óßæ!

� �

�Qê�¨!
��=u¶ßæ�n�XÖ/M½Ó¾Íª¬ßæ�n�q{
.�X­ÈÐÒ�XÖ�²)�ª�^ßæÖ2�Å¼¾�qÏª
äëâK
Ö�ÕÇ±�qÖ{.½ÓºÅÈÁ±Ãª�.»
ÔÃ±Ç±«!

� �

�Qê�¨!
N�ßæÖ�WtÈdo¼ªßæ�n�XÖG�¼Ã±·¾Í
ÈÊª^�s¤Ée¤È2½Ó2{z*ZÇçãèë¶A�«!

� �

�1!
��=u¶ÐÒ�WtÇßæ�n�qÖ{.½Ó¾ÍÈª
ßæ�n�q{.�XÉ2�ßæÉ~$Ö��½Ózª
�>É�/Ö%Ó«�

� �

�1!
ßæ�n�XÉ/MÈ¡¼ªs¤�Ée5ÖY��\½Ó¾
Íª�ßæì^�ÉrÇÓ)�Î ÌíÈ´±Ã�zÉs¤[
�Öv�½Óli��É3���Ö%Ó«�

2�ßæÉ~$È�^
ßæÖ��!

�X/MÖ�H! äëâK
Ö�ÕÇ±
ßæ�nÎ2�È��!

2�ßæ!

2��X!

©7�j �zÉ`8b8ÈÊª��tÇ(�K
zÈÐÓ2{¶¥�kÇ4¢�¶h&¼Ã±Ó)�¶°Òª
ºÔÑÚéØÉx�Åy'E�Ö��½Ó�hµÑª¬�g¢#x����X­ÖF�ì�96�|í«!

� � � �g¢#x����XÉF��
L��
�¦�

� �

�Qê�¨!

©:Bñî;óS�£È´±ÃÊªc^_fzÄg0!
éÝÛ¶��ÈPw»ÔÃ±¾ÚéØÄ*JÉ]�!
¶sn«!
©7�j �zÉ`8b8Èh&¼Ã±Ó4¢�È!
´±ÃÊª!Ö-Ó��ìÞåáM{íÈ�³ª!
y'E�êx��3M{Ê9pVÈ´¸Ó�¨«!

�%�#�
� �?�;��

L�7G�

7G<��)�7G

'��>��

2*3*
4"���
(L=�

7G<��%+AN�
!#E�
'��>��

�%�#��
5#�,I-�

��1A�KFM� M�
L�.8��/��

7G�J�$���
H#��%#�C��
� �?�;��

ìðíË¿Â·ÒÅ�	ÅÇÀ¾�gêeg2{!

��
��@69&:D��
0	
>�'B��

l��>É��2�� ì�+ôF��1í!

� �

�1!

8b±È4¢�¶h&½Ó�
ìÙçëÜí!

©�96Å�I¼ªl�É�g¢#x����X!
ì¥��ª�96D}íÉCJ��ìl�ôïîC��íÖª!
¬a^�X¶�×Ä±Ç±)�zÊòC��­È!
�"½ÓÇÆª�>ÖF�«!



�� 第786号令和2年 4月30日発行

34

� � � �O}7(�?{f"�L¡<�� �
Fo�
���

�Gq¡iJ�¦� S1�{m�ª��7(�Ã�#� §ª�L|&¡�X�¬§©�4?{�ª�¥�
�O}7(�?{f"�L �����2�Y*�¨�O}£¡>dbTa¡D
¬�	0t y��ª�!

� �

kHÃs�!

� �

�.!
� � �

�!�O}7(�?{f"�L¡<�!
!

� � �O}7(�?{f"�L �����2�Y*�¨!�O}£¡>dbTa¡D
¬�	0t y���;b~3¬!
� � w���c¬?{�!

�!Gq¡iJ�¦� S1�{m�ª��7(�Ã�#� §ª�L|&¡�X�¬§©�4?{�ª���9n�!

�2�Y*�¨�O}£¡>dbT¡D
!

ÅÇÆ�O}�L¡=d:¡$�!

� � � P5`�¡�R[ ��ªN��¡zA�{�

�Ox¡v«� §ª'(R:�¡�{ $��N��e/�zA�9n��L ����_
uID
f"
�	� §©W �V^ B@�ª�!

� �

kHÃs�!

�P5E'r!U�¡o�g% §©�P5`�¡
²Ä»Â�¡R[-h�+��!

��¨�ª�{ ¢�Q56\K¡zA¬Z¤�c¦�
N��LjÃËÍÌa¡N�R[��n�!

�

�

�

�




��

��

�

��

��

��


�

���

���

���

���

�
�

���

���

��� ��	 ��
 ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��	 ��
 ��� ���

+
$
"
*
5
0
 
6

+$"* , /4*

/
4
*
5
!
/
6

���� ����

�
[
j
C
Î
�
�
Ï!

8
l
C!

� �

�.!

�,M����zA�p�'¡��$�¦'(¡v
«��� u�ªOxD
¡�����]�L��
��������N��Lj�e/�zA�9n�
Ox¡D
 ����_
uID
f"�	� §
©W �V^ B@�ª�!

É��¡D
®¾Ä¶Ê!

)�Ã�OE¡D
!
ÅP5bYj §ªD
Æ!

N�¡­¯·¸­¾Ä³Ä §ª±À­½¹¶¾Â·�zA��OxD
!

Fo�
���

-&%
'1%�.(
).(#������
/4+$"*�32!

r!U�!
o�g%
"#$%&!

������� ��������

ÅÈÆÀº¼Äµ¿Â»Á¶°´·!

N��Lj §ªv«���©!



�� 第786号令和2年 4月30日発行

35

� � � !��F{ÎÅÈÓ¼ÍÑ4zi��B�¦�t�

��U�_³��¦·ÄÏºÓ	f0Q®�P0Q_¤�V�°�F{ÎÅÈÓ¼ÍÑ³4z�°�­���F
{·ÄÏºÓÒ!µÅÈÓ¼ÍÑ4z�B�³7]� :�¤��F{ÎÅÈÓ¼ÍÑ4zi��B�³�t����
)w¤�P0Q�¤.q£;t9�¦y�_³p��!

� �

l=Òu�!

� �


(!

��F{ÎÅÈÓ¼ÍÑ¦�e³i�Z¤65�°�­�!
!!!!!��F{·ÄÏºÓÒµÅÈÓ¼ÍÑ4z�B�³7]!
� !!� :�¤��F{ÎÅÈÓ¼ÍÑ4zi��B�³!
� !!�t��ÎÅÈÓ¼ÍÑ4zsX¦`%®�P0Q�!
� !!¤.q£;t9�¦y�_¦1�³p��!

�F{ÎÅÈÓ¼ÍÑ¦µËÓ½!

�n3F�M�D_

�U�

�U�x�
�U�¦
g,�

HJ¦�d

�%?_V�¬_

�FHJ_¦ËÀÑY~ Æµ¸¹¾Y� "�

��Æµ¸É¾
¦�d

�dÒ�j§��U�³���¨±°��¦0Q¤�V�°h$¦ÂÌÑ¾Ô

	����
�
�

���

	����
��
������

&3
@	
<!:,�.%

&3
�
�	�29

:,�.% .%1/�����46�$;5���������:,�.%

������#60- �&3
�����#')

7"%+:,�.%
�&3
8*�<!

=?������

>(����
&3
:,��

P'<¦�P0Q�!
��¦�<|�/!

�B;t©¦!
R	f!

 +�&F�V¿ÑÀÓ¦��!

:r�
���

��U�¦g,�®HJ¦�d�£¢¤�²� �!
� !�U�_³���¨±°��¦0Q©�V�°!
� �F{ÎÅÈÓ¼ÍÑ¦�e³4z�°�¡��q�!
� !

�´ª�!

P')`¿ÑÀÓ�

Õ×ÖÎÅÈÓ¼ÍÑÇÐ½¶»Ã!

� � � o�Ò#m
�jÁÊ�V�BÕ-t�B©^pÖ�
¨�²¯! £¯«�!

:r�
�B�

GOSIÕ�T\��+Ö�

WS� !�l\^V�

J/��=�LWS�

w�����.vx�

7:YSy�������B���
YSucyf�������
��

!�� �!

T;D&�#	
�j-���4i%���8sCKd�5H����
����
P�������WS
9�
��X�YSl6�rZ����
� zT;F'2MGtnQ�Xs
��l6rZ,N${�
� � YS <E� � ywF'+xf������� <� �� wF'Axf������� <�
� � >�YS <EywF'+xf�
��	�� <� �� wF'Axf������� <�

"O�,N�

#m
ÁÊ!

o�ÁÊ!

w_kx� w(`Ax�

EF(�!

KFva(��
����������

�F(��
����������

#
m


Ø
Ù�

EF(�!

KFva(�����������

�F(��
�	��
�����

KFva(��
���
����N�

�F(��
���
����!�

EF(�!

�F(��
�	��
�����

KFva(��
����������

o
�
Ø
Ù�

EF(�!

�F(��
����������

KFva(��
���

�����

�F(��
���
����N�

KFva(��
���
����!�

8Lt�7b!

8Lt�7b!

� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
�o�ÁÊÕ(�2>�8Lt�7bÖ�� �@*Fc�@*�
�[Z� �F(��¯KFva(�©¦���
����¦2>�
����������������8Lt�¦7b�

� � � � � � � � !
��/!!k�\�@}¬£�¬W!

!¡!!!¥!!�´� � � � � � � � � «�!

� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
�#m
ÁÊÕ(�2>�8Lt�7bÖ�� �@*FcA
*�
�[Z� KFva(��¯�F(�©¦���
����¦2>�
� � � � � �8Lt�¦7b�

!¡!!!¥!!�²!

�BCq!

£¯«��²!

) $

2[0]

!m�0]

?o��

Io��

9q��

X1a

�
��

�����

!�\6�

j-���*S8s�4i%���WSpe8s�CKd
��USRh�3@�k��
j-�4i%(g��(`"O�?o"O�bk����

�������	���

������



�� 第786号令和2年 4月30日発行

36

� � � +}ñó����c÷= �cÞ��ø�
ÃÃàÓ!Q��

�c�

�u6�oª

Qt7

�u6�oª

�u6�oª

®57

Qt�

®¬�

�´�

®¬7

³47

�|7

_]7

�$6ñó

V¢&'

+<&'

Ó�&' Ó
�
b

�
b

��ñó

µvñó

+}ñó

b6
�Z6

x6

.Y¬7

�
Z
6

�u6

� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
¾µvñó½��ñó÷1­I[ø¿� �u6i�µv6�
»��!!µvñó½��ñóÙ�°1­Äèni¡�1­ÞÙ���������ÙI[�
�

»(F!!®¬�+}7!
� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
¾+}ñó÷1­I[ø¿� �u6i�µv6�
»��� i¨1­Äèni¡�1­ÞÙ	
����ÙI[�
� � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
¾&�2�¿� µvñó�
»��� ./�Øliõ�if�í�JÌêÑãÙ&�2�í0S�

���	�

���	�

���	�

ÃÃàÓÊ!

Ê×ÙÅì! ÑÄÎÅì!

�cd�!

1��Z�

���

}M�
g�����
ÔJÑÕ�

1�»����

h,��×��
��o���
h-��×�����o�

������ ��"�
Òace§OF����uC�E�

�bt;�8��V¢&'²?¶3�#Yz�!���� ���»Z#È��!��
� Ø�bw=À£½���Ì��!»ZÈ�D�9Ù�
� � ��Ï°� ×Ôw=BÕµ
����
�� �� �� Ôw=kÕµ���
��
� � ��/dv×Ôw=BÕµ�	�
��/d� �� Ôw=kÕ�/d�

3��D��

V¢&')Ó�&')+<&'�\Ìq��R¬]³��!���¹�Tj#º	�
V¢&'²?¶3�#iÁ3��¯º�!��

@ 9

�P¤

ªS

�b

{Á&'Ô©ÉÕ

]Ä&'

Q�O�

1¼O�

lX��FP

+}ñó�
��ñó�
µvñó�

�������

µvñó�
��ñó�

+}ñó�

�
��

ÑÄÎ! ××Çè!

Ó�&' +<&' V¢&'

.�X\Ì �����

¦Î\Ì ���

�Ê\Ì �����

��Ã´\Ì

����	�
?
¶
k

��Æ¥
�=�5

fe~�ÓÆ�5 ��~�Ó�5

?
¶
B

I5×G��

.�X\Ì �����

¦Î\Ì ���

��Ã´\Ì

������

fe~�ÓÆ�5 ��~�Ó�5

�6�5

��Æ¥
�=�5

�Ê\Ì ��
��

Ö&'KÀ�"#$%%%G&'�
��Ã´\Ì#­:

fe~�ÓÆ�5

À£R¬\Ì �����

À£R¬\Ì �����

R¬Ì
R¬Ì

À£R¬\Ì �����

¦Î\Ì�"

������
¦Î\Ì�"

������

R¬Ì

��Ã´\Ì

¦Î\Ì�"

��Ã´\Ì

¦Î\Ì�"

R¬Ì

�Ê\Ì����\Ì�
()%G&'#q �


�6�5

�6�5

fe~�ÓÆ�5

�6�5

��×^��R¬#Â\ ��×N�R¬Ì�?¶©k�$(*%

��\Ì�"��\Ì�"

��\Ì�" ��\Ì�"

ºniX\µi� !"#$%&#'(
º:9X\µ¤i� !"#$%'#'(

º\�i� !"#$)*#'(

�°1­
+*','''��

gi1­
+-','''��
÷�&�1­++,./'��ø

ni¡�1­
--,'''��

�§1­
.,-''��
�ni¤�s�K�
÷
�MoøíC/

A�ni¡�1­
&',-''��

ºniX\µi� !"#$%&#'(
º:9X\µ¤i� !"#$%'#'(

º\�i� !"#$)*#'(

�°1­
+*','''��

gi1­
+-','''��
÷�&�1­++,./'��ø

ni¡�1­
--,'''��

�¤i1­
-$-,'''��

� � � 	²�6�oñó�z�c÷0S�~¡`Ø�Gø�
ÇÍéæÂÅì0Q��

�c�

%�7�

��0
×ÄÔÙ0

8S|0
ÜÎÒ0

r¢0
ÜÄÑØ0

,�e0
ÕîËîÚÊ0�3¬0

áÃÙ0

¶¸+'0
×êÄÃÃÏÆ0

<¬ñó0
ÛëÙ0

a¢ñó0
àÌÑØ0

!¬v6ñó0
çÊÙÎÅì0

�z6ñó0
ÉÐÂÅì0

�"6ñó0
à×Åì0

	²�ñó0
ÇÍéæÂ0§�6ñó0

ÀÌìÅì0

¯6ñó0
ÇäÄì0

·ñó0
ì Ê0

4�ñó0
åîÚè0

�@�ñó0
ÁÖÊë0


�ñó0
ßÖÈÚè0

��	����� �
��

1��Z�

��� 1�»Z���

}M��g
����

ÔJÑÕ�

�¸)ºy.|¸×��L�
�W)rU[`×���	�o�
h,��×
�	��o���
h-��×�����o�

}M�
g
����

ÔJÑÕ�

�W)rU[`×��	o�
h,��×�����o�
h-��×��
��o�

fm�
g�����

Ô®4ÅÍÕ�

�¸�L�ºy.|¸×�L�
>U�W)HU[`×��
o�
h,��×�����o���
h-��×������o�

:E�
;ni�
� � � ÀÌìÅì�

§�6Ùj*ym�

W#��;ni�
� � � � � � � � � ÉÝëÂàê�

��7�©�Ùqiym�

W#�
;ni�
� � � � � � � ÄáÊÛâè�

V�Bh^Ù�wym�

»��� ni¡�1­Ù
�������Ù)+÷
�MoR>ø0
� � � � � �Mo �Ù) �

»(F00���+¬70
ÃÃÙÊ! �	²�6�oñó�ÙÂÓ½	²�ñóí2£ÖÊÑ( 0

¾	²�ñó÷Mo��)?½K�ôöôÙ��Êø¿� 	²�6i�	²�60

�cd�!

ÇÍéæÂ!

3��D��

�bt;�8��2Ð±b,�&'? 3�#Yz�!���� ��
��»Z#¿��!��
� Ø�bw=À£½���Ì��!»ZÈ�D�9Ù�
� � ��Ï°� ×Ôw=BÕµ��
����� ��Ôw=kÕ����
� � ��/d� ×Ôw=BÕµ���	��/d� �Ôw=kÕ�/d�

Ô�ºÕ� Ô? kÕ�

2Ð±b,��{Á&'#�D�¡�!���� ����¹�Tj#º	2Ð±b,�&'? 3���
©É3����x½«pÔYzÀ£Ã�Õ�!��

%

#%%

*%%

(%%

+%%

"$%%%

"$#%%

"$*%%

"$(%%

*$%%% *$,%% ,$%%% ,$,%% ($%%% ($,%% )$%%%

�
c
¥
÷
�
�
ø

&'-.

k¨L�¥{

ni¡�S O�¥{

¼ 8S|

¹ � �

¹ r ¢

¹ ,�e

¼ �3¬

U

]

p

�����
÷
����ø


����
÷�����ø

��
��
÷	����ø

�����

U
¬
6

§�6

	²�6

�����
÷�����ø

��ù����

N�ùT ñó�DÙo­

÷ïòð�øùT ñó×ÊÙo­

nk�V½���¦ ~��ÌÔ{Á&'�ºs7Õ

�Ê���Ã´zÁ��ÌËAk��ÌËAÔ�bw=À£¨��ÌÕ

¼ 8S|

¹ � �

¹ r ¢

¹ ,�e

¼ �3¬

U

]

p

����� 	�	��

�����

�����

U
¬
6

§�6

	²�6

�����

§�6ñó

	²�ñó

�"6ñó
�z6ñó

,��&'·�� 0¾O���
��Q�Ó��Ì���������#
	�	�������6���!

	²�ñó

�z6ñó�"6ñó

�Ê���Ã´zÁ��ÌËA�À£Ó��Ì

�Êt;Ç���Ã´z
Áw=Ç¡�KÀ
�_
��!���Ê�Ì
0
¾O�	�	��������!

k¨«�o­ ÷��ù����ø

{Á&'

x½&'

÷�����ø ÷��
��ø ÷�����ø ÷��
��ø ÷�����ø ÷��
��ø ÷�����ø
±P-ùk¨�Ho­ ÷¦P-øùni¡�S �Ho­



�� 第786号令和2年 4月30日発行

37

� � � E1��Wº»�a�P¾(C~c�O§m=¿�
�¢ª�·!A}�

�P�

��h3�

`\� ��~hj_�

Q,�
?
R���

�W�%y��

[z�}L�Pz��+�
a$47���E�
A�c\������E�
A�c\������E�

>D��?
R���

�W�%y��

A�c\�����	E�
A�c\������E�
�98<!��

G���4�K��§´¶�
XT^U�

3;��4�K��§´¶�
XT^U�

];G���	�O;��a��"m�X�2M����
���c\~3��e����
� �];J �n�Y�a�
��~3�e&T���
� � c\�t� ��J %�x�����
�� �� �� �J C�x��
��
� � c\�=I��J %�x	��	���=� �� �J C�x���=�

�X�&T�

�jh� �T�¸�F¢¤��]'*�
������	��f�*��������	¨#$�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
�E1º»¾*�>I�@Wv�#8¿�E1TsE1�

�jh� �T*��µVT�q*�¬¨
������	¨>I�«�������	¨#$¾��@WB7¿�
� �������������@W��¨#��

� � � � � � � � !
�!<!!/.k/.2�������%b�l62!

®§·£!�«¥±���¥³�!

� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
�Y�º»¾*�>I¿�� E1TsE1�
²©µ!

��°®£!

�PQ{!

O;���HaZ{�0Bu
��^\Z{�0B�}�O;��a��"m�X
�
p��X��
K�rF�2M�n�U�����

�� ¹!

	
/.�

/.2 �o2

�r�b���%b

u�b

l62

w�i�

��b

A5N

E1

g�1

Y�º»

E1º»

�Z�[
\.¾	T¿

�Z�[
�\¾�T¿

�¢¦­·£�¤¹

L��¼.
¾R�������¿

x. ��k

/.k

�W�

�W�

�W�

n1

&`1

A51

jM1

Y�º»�

E1º»�

�����


8)q

@:q

:Vq

98q

�(q

O;\w

O;

NSb

gE!b

���


#��

� � � �/f-i�

� � � �1|vl'��

� � � �5����

� � � �a.o�

VTHJ�T� "#Â$$%&%'

 n�
"#Â((&%'

�T*� )*+,,)�'-

VT�e
Z�T� "#Â$%-&.'

��@WT�
"#Â$%$&-'

�E1º»Â_y�

À�������	#�

VT�q*� )-+%%%�'-

"#Â$%)&$'

�E1º»Â�a9�

�T*� )(+,,)�'-

VT�q*� )/+%%%�'- "#Â*%%&%'

f�*�
,*+%%%�'-

VTHJ�T� "#Â*%)&%'

J	T�
"#Â-,%&%'

 n�
"#Â-..&.'

VT�q*�
$.+.%%�'-

"#Â-//&.'

�Y�º»Â_y� �Y�º»Â�a9�
"#Â*%-&.'

"#Â-/(&.'

f�*�
,)+%%%�'-

VT�q*�
$.+.%%�'-

��@WT�
"#Â-/(&%'

ST*� ST*�

�]'*� *+%%%�'-

� � � -|��º»�a�P¾(C~c�O§m=¿�
¡� ¯� ¨� ¨!

A}�
�P�

3;��4�KVT§´¶XTz)^U�

��h3�

`\� ��~hj_�

>D�	?
R`\�

�*���

A�c\����E�
A�c\����E�

	�����


];G���	�6�����"m�X�2M����
���c\~3��d����

� �];J �n�Y�a�
��~3�e&T���
� � c\�t� ��J %�x�����
�� � � ��J C��
��
� � c\�=I��J %�x�������=� ���J C���=�

�X�&T�

� � � � � � � � � � � � � � � � � ������������
�-|��º»¾p�¿�� ��1Ts��1�

�jh� ��@WB7¨,
�º»¨�Wp���W�¨ n��§´¶!
� � � � � � VT�q*�¨��������	¨#$¾��@WB7¿�
� � � � � � f�*��������	� �� ��������	¾�
������	#¿�

�!<!!:0k�����b!
¦� ¹! ¦�¥³�!

¦��·!

�PQ{!

6������s�
��^\Z{�0B�}�6�����"m�X
�
p��X��
K�rF�2M�n�U�����

���


-|��º»!

� �

D�º»

+�º»

��1W�

k"

2bd

�k}� �"mC�
@Wv�#8

"º»¸�W§p�#

 n�
��
����	

ST*������	

f�*�
�������	

t
�
T
*
�

$%
&'
()
�
*

+

 n*�

������	

ST*��������	

f�*�
½

VT�q*�

VT�eZ�?

¾��@W¿

��������	 t
�
T
*
�

,)
&$
(Á
�
*

+



�� 第786号令和2年 4月30日発行

38

ßÎíÎð!

´�;!
åÐÚÍðÔêÊ!

f�á¤i!

ªná¡t!

Å����U@*9�ÝÆ��á\>ñZ"Õî'�ÎÈîÞ�
� �¯èíïî´�;é¥�;¾�á�7wµ�á��âÆ�
� ���©A³�àm'Ç�
ÅJW��Ká�c|
¿Æ]@�¶á/ ñ§ÙÜÉîÎÆ� �
� ���©A³�8*à]@ÓìÊÞÕî�5á�Üá8y£Ííá�
����3VÎTªÝÈîÒÞÍí]@Î¶òÝÉßÉÇ�
� �þ	4�Kćloh�Ý]@âā�Xáçÿ�
Å��£þ8y£ÿÞ0�£þ��U@*9�á�}ÿÎ�ßî×èÆ�
� ���©A³�8*æá]@ÞOÏjËà��£àDÓÜôüöü�
� �÷óùñ�ËîTªÇ�

¡� � t!

����U@*9�ÝÆ��á\>ñZ"Õî'�ÎÈîÞ¯èíïî´�;é¥�;¾�á�7wµ�ñÆ
�¾��£Î�¾�þ���ráĆÿà:ÛÏ��©A³�8*ÞÓÜ]@ñ0Ñ×<2àÆP®78áXm£
àDÓÆP®78àÍÍî6@²��.ä¹H¬��àÚÉÜÆ]@QăK½Æ°�x�ñāĀĂĉąĀĆá�
5�ÝH�pár�Ý@èî$2ÞÕîÇþ,ºx�ĈĂĀăÿ!

þ�q´�� JW��Kăl]@ÿ�

��`¢á�C!

� ăK½þ	4ĂKĄlāgĉ	4ąKăl��gÿá��`¢ñ%­ÕîÇ�

?���
ÈòãØØëÊ!

�q´��

�!

�;8��
þ""#$%ÿ!

aeG!
ÉäÎð! ¼¦G!âÜÉØÜò!

�,+-+$ ������
�-+�&��%��������-+7!<.���' ������
�� ;14�
>"834�0�(6��9����

� � � Ä��©A³�8*á]@à�î°�x�á��`¢á%­�

� � � � � þ6@²��ý¹H¬��ÿ�

�"�

� � � �"�á��`¢áM¼�

����:4*/�<.(65�0�(6�	�
�=2)@�#?����

��`¢á�C!
��U@*9�á8�¨�áXm£-â��£ÎÆ�
¾�Ý«@Õî¸Á��ý��¾{¬�à:ÛÏ/SÕ
î��¾{�­�þ¾�sÆ¾�YÆ^�ûüúÆb~1
��¾{zÿàÚÉÜÆk áąK½Æ°�x�ñ���ĉ
���á�5�ÝH�pár�Ý@èî$2ÞÕîþ,ºx
�Ĉ���ÿÇ!

�§á`¢ñăK½þ	4ĂKĄlāgĉ	4ąKăl
��gÿM¼�

�"�

Ã«u;¾�!*9á��gÍíĂK
�àNjBF
ñ/SÓ×<2à�(�/S�à�î°�x�ÍíR
#BFá�uñ_ÀÕîÇ!

�§á`¢ñĂK½þ	4ĂKĄlāgĉ	4ĄKăl
��gÿM¼!

��`¢á�C!

Ã«u;¾d��và�É/SÕîNjBFà
�î°�x�á��`¢áM¼þ�(�/S�ÿ�

��¾{�­�à�î°�x�á��`¢áM¼�
þ6@²��ÿ�

�§á`¢ñĂK½þ	4ĂKĄlāgĉ	4ĄKăl
��gÿM¼�

����·ñ
�Õî£Î­¢Ó×ÀAf­àÚÉÜÆ°
�x�ñĄ�áăñ,ºÓÜă�áĂ
�Ć�áą
�á�
5�àÌÉÜH�pár�Ý@èî$2à³�ÕîÇ�

��`¢á�C!

ÀAf­à�î°�x�á��`¢áM¼�
þ6@²��ÿ�

�õø�õøÃL)[²�¶�"á\�ýM¼
þXS�ý���ÿ�

�õø­�.ä�I�­�ñE�ÕîÒÞÝÆ�Â»á
=&à²Õî�¶�ß­�[²�àÚÉÜÆ"#$á�!
�+ñ±ÖîÇ!

�§á`¢ñāK½þ	4ĂKĄlāgĉ	4ăKăl
��gÿM¼!

��`¢á�C!



�� 第786号令和2年 4月30日発行

39

令和２年度水防月間実施要綱

国土交通省水管理・国土保全局河川環境課水防企画室

　５月１日から５月３１日（北海道は６月１日から６
月３０日）は、水防の意義及び重要性についてご理
解を深めていただくための「水防月間」です。
　我が国は、地形、気象などの自然的条件に加え、
河川流域の急速な開発という社会的要因により、
洪水等による災害が起こりやすい環境にあり、毎年、
豪雨や台風などにより幾多の尊い人命と多くの資
産が失われております。
　昨年は令和元年東日本台風をはじめ、台風や梅
雨前線等による大雨により、全国各地で甚大な被
害が生じました。
　これまでの想定を超える浸水被害が多数発生す
る中、安全で安心できる地域社会を実現するために
は、水防団、消防団による水防活動に加え、河川管
理者との連携、ハザードマップを活用した避難確保
の取組、事業者や自主防災組織等による水防への
参加など、「地域の防災力」の強化がより重要です。

　国土交通省では、関係機関とともに、国民全般
に水防の重要性と水防に関する基本的考え方の普
及を図り、水防に対する理解を深め、広く協力を求
めることにより、水害の未然防止又は軽減に資す
ることを目的として水防月間を定めております。
　水防月間中においては、ポスター、リーフレット
等を活用して広報活動を積極的に展開し、都道府
県、水防管理団体（市町村等）とともに、出水を想
定した水防演習や情報伝達訓練の実施、水防資機
材・河川管理施設等の点検・整備を行うほか、水防
に関する展示会、講習会等の行事を全国各地にお
いて開催することとしております。
　水防は、皆様の協力を得ることによって、その効
果を最大限に発揮できるものであり、皆様の積極
的なご参加とともに、「水防月間」へのご理解とご
協力をお願いいたします。

　水防月間の実施は、水害から国民の生命と財産
を守るため、国民全般に水防の重要性と水防に関
する基本的考え方の普及を図り、水防に対する国民
の理解を深め、広く協力を求めることにより、水害
の未然防止又は軽減に資すること及び出水期を前
にした水防体制の強化を図ることを目的とする。

１．目　的
　防衛省、警察庁、総務省消防庁、全国知事会、全
国市長会、全国町村会、日本放送協会、一般社団
法人日本新聞協会、一般社団法人日本民間放送連
盟、日本赤十字社

４．後    援

　全国水防管理団体連合会、公益社団法人日本河
川協会、全国治水期成同盟会連合会、一般社団法
人建設広報協会、一般社団法人全国海岸協会、公
益社団法人全国防災協会、一般財団法人河川情報
センター、全国建設弘済協議会

５．協　賛

　洪水から守ろうみんなの地域

６．運動のテ－マ

　令和２年５月１日（金）から令和２年５月３１日（日）まで
（北海道にあっては、令和２年６月１日（月）から令和２
年６月３０日（火）まで）

２．期    間

　国土交通省、内閣府、都道府県、水防管理団体
（市町村等）

３．主    催

水防月間について
－洪水から守ろうみんなの地域－

５月１日～５月３１日（北海道６月１日～６月３０日）
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（１）水防の重要性の普及と水防訓練の実施
※特に、防災関係機関をはじめ地域住民・企業等
多様な主体が参加する水防訓練の実施
（２）水防体制の強化
※特に、水防警報等の情報伝達体制の確保及び重
要水防箇所の周知徹底
（３）河川管理施設等の巡視、点検及び整備等
※特に、堤防、護岸、堰、水門、樋門、閘門等の点
検整備

７．月間の重点

　水防管理団体、国及び都道府県（以下「水防管
理団体等」という。）は、出水期を前にしたこの月間
内に、以下の活動を実施するよう努めるものとする。
　ただし、新型コロナウイルスの感染拡大が懸念さ
れている状況であることを踏まえ、今後の状況によ
っては、当該実施要綱の変更を行う可能性がある。

Ⅰ  水防の重要性の普及と水防演習等の実施
（１）広報活動等の推進
①水防管理団体等は、新聞、テレビ、ラジオ等の報道
関係機関の協力や、インターネット、広報誌、ポスタ
－、パンフレット等を活用し、水防の意義及び重要
性並びに水防月間の実施の趣旨が地域住民に十
分に普及・浸透するよう、効率的、効果的な広報活
動を実施すること。また、広報の素材となる写真・動
画等について、訓練や実際の水防活動の際に収
集しておくよう努めること。

②水防管理団体等は、洪水、内水、高潮、津波等に
よる水害に対する住民等の防災意識を高めるため、
水防に関する講演会、シンポジウム、展示会、水防
学校等の各種行事を実施すること。

③都道府県は、想定最大規模の外力に関する浸水
想定区域等を速やかに指定・公表するとともに、国
及び都道府県は、市町村と連携し市街地・住宅街
等における想定浸水深等の表示の推進に努める
こと。
　　また、国及び都道府県は、想定最大規模の洪水
等により家屋が倒壊・流失するおそれがある区域を
公表した場合は、市町村と連携し説明会を開催す
ること等により住民への周知を徹底すること。
④市町村は、水害時の住民等の円滑かつ迅速な避

難の確保を図るため、住民等が自ら浸水リスクにつ
いて確認出来るよう、想定最大規模の外力に対応
したハザードマップ等を作成・公表するとともに、一
層の周知徹底を図ること。

　　また、過去の洪水等による浸水実績等の把握に
努め、これを把握したときは、水害リスク情報として
住民等へ周知すること。

　河川管理者は、水防管理者が浸水被害軽減地区
を指定する際の参考となるよう必要な情報提供・助
言等を行うこと。

⑤市町村は、浸水想定区域内にあり、利用者の洪水
時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図る必要が
認められる地下街等及び要配慮者利用施設で、未
だ市町村地域防災計画に定められていない施設
がある場合は早急に市町村地域防災計画に定め
ること。また、市町村地域防災計画に位置づけられ
た施設の所有者又は管理者に対しては、利用者の
避難確保や浸水防止の計画作成や訓練の実施、
自衛水防組織の設置が推進されるよう積極的に働
きかけること。
⑥水防管理団体等は、洪水に対しリスクが高い区域
について、ホームページへの掲載や市町村の広報
等を通じて、住民等への周知の徹底を図ること。

⑦水防管理団体等は、水防団員の確保のための住
民、企業、団体への積極的な広報活動や協力依頼
等を実施すること。

　　また、サラリーマンである水防団員が支障なく水
防活動に従事できるように、水防活動時の休暇の
取扱いについての配慮等所属事業所等への理解、
協力等の積極的な働きかけを実施すること。

⑧水防管理団体等は、永年功労や水防活動への従
事のみならず、水防技術の向上・伝承、水防体制の
整備・水防思想の普及等、水防に関し顕著な功績
のあった個人又は団体に対する表彰を実施すると
ともに、市町村の広報誌に掲載する等により、広く
周知を図ること。

（２）水防訓練等の実施
①水防管理団体等は、河川管理者をはじめ警察、消
防、自衛隊等の関係機関と協力した洪水時におけ
る相互の連携による水防体制の強化、水防団・消
防団の水防工法・技術の習得・向上、住民の水防
に関する基本的考え方の普及や水防意識等の高
揚を図るため、水防訓練を実施すること。

②水防管理団体等は、河川特性、流域特性、実際の

８．実施概要
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水防活動の経験談等を関係者間で共有するととも
に、河川の特性を踏まえた水防工法訓練や、水防
に関する新技術の普及、導入に努めること。
③水防管理団体等は、水防訓練の実施に際しては、
将来の水防の担い手となる小学校児童や中高大
学生を含む多くの地域住民、建設会社を含む企業、
NPO等に参加を呼び掛けるとともに、複合災害等
も想定した実践的な訓練となるよう努めること。
④水防管理団体等は、水防訓練の実施に際して、特
に災害時の協定を締結している建設業者・建設関
連業者等の参加を促すとともに、建設機械の展示
や乗車体験等、建設業者を身近に感じられる取組
を行うなど、将来、水防協力団体の指定につながる
建設業者等と水防管理者の連携・協力関係の構
築を図ること。

⑤水防管理団体等は、水防訓練の実施に際して、大
規模水害を想定した情報伝達、水害対応タイムラ
インに基づく水防活動（水防団員自身の退避等の
安全管理行動を含む）、水防団・水防協力団体・自
主防災組織・福祉関係者等による住民への避難
の呼びかけや避難誘導など、実践的な訓練となる
よう努めること。
⑥水防管理団体等は、洪水等による水災時の住民
等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、ハザ
ードマップ等を活用した住民参加による避難訓練を
実施すること。

　　なお、訓練は、可能な限り高齢者や障害者等の
要配慮者本人の参加を得て実施するとともに、夜
間の避難等も想定して避難経路上の危険箇所の
確認を行うなど、実践的な訓練となるよう努めること。

⑦水防管理団体等は、市町村地域防災計画に位置
付けられた地下街等、要配慮者利用施設、大規模
工場等の管理者等が行う、施設利用者の洪水時
等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の
浸水防止のための訓練の支援に努めること。

⑧水防管理団体等は、必要に応じ水防専門家派遣
制度を活用し、水防に関する高度な知識及び技能
の習得が図られるよう水防研修会等における講義、
討論、実習等研修内容の充実に努めること。　　

Ⅱ  水防体制の強化
（１）水防警報等の情報伝達体制の確保
　　水防管理団体等は、水防警報、洪水予報、特別
警戒水位到達情報等の水防情報の迅速かつ的

確な伝達を図るため、関係各機関との通信及び連
絡に必要な機器及び施設の点検整備を行うととも
に、量水標管理者、水防団及び消防機関等と連携
した総合的な情報伝達演習を行うこと。
　　特に、洪水時における通信機能の低下や混乱
に備えた無線機器による情報伝達訓練及び避難
勧告等の発令を含む水害対応タイムライン等を活
用した情報伝達訓練を実施すること。

　　また、市町村にあっては、住民及び市町村地域
防災計画に位置付けられた地下街等、要配慮者
利用施設、大規模工場等の管理者等、自衛水防
組織に対する洪水予報等及び避難勧告等の確実
な伝達を図るため、情報伝達訓練を実施するととも
に、伝達する各情報の意味すること等について、周
知を図ること。

　　なお、水害対応タイムライン等を活用して情報伝
達訓練を実施した場合、訓練により明らかになった
課題を踏まえ、避難勧告の発令基準や水害対応タ
イムライン等の見直しを行うこと。

（２）水防資器材の点検、整備
　　水防管理団体等は、水防資器材の点検を行い、
地域や河川の特性を踏まえた資器材の整備を図る
とともに、整備結果等を踏まえて水防計画の見直し
を行うこと。

（３）重要水防箇所の周知徹底等
　　河川管理者は、洪水時に迅速かつ的確な水防
活動の実施が図られるよう、水防管理団体、水防
団、自治会等と共同巡視を行い、重要水防箇所の
周知徹底を図ること。また、氾濫危険水位を設定し
た箇所の水位と水位観測所等の水位との関係や、
氾濫危険水位を設定した箇所毎の想定される浸水
区域、浸透・侵食に関して特に注意を要する箇所
等、水防に必要な情報共有を行うこと。

（４）河川管理と水防の連携強化
　　河川管理者は、水防管理団体に対し、人員の応
援や資器材の提供、水防管理団体が実施する水
防訓練への参加等、水防活動への協力体制を確
保すること。

（５）水防活動従事者の安全確保
　　水防管理団体等は、水防活動従事者の安全を
確保するため、水防活動従事者の退避ルールの確
立に努めるとともに、水防訓練等の機会を利用して
無線通信機器やライフジャケット等安全装備の点
検・整備を実施すること。
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（６）水防協力団体制度等の活用
　　水防管理団体等は、自主防災組織や企業等に
水防協力団体制度の活用を提案することなどによ
り、水防への参画を促すこと。

（７）民間事業者の水防活動への参画の推進
　　水防管理団体等は、水防活動を行う民間事業
者の緊急通行、公用負担の権限が付与されたこと
を契機として、洪水時等に円滑な水防活動が実施
できるように、水防管理者と民間事業者の間で、あ
らかじめ、水防活動を含む災害協定等を締結するこ
とに努めること。

Ⅲ  河川管理施設等の巡視、点検及び整備等
　　水防管理者等は、河川を巡視し、水防上危険で
あると認められる箇所があるときは、直ちに当該河
川の管理者に連絡して必要な措置を求めること。

　　河川管理者においては、一層厳重に河川を巡
視するとともに、河川管理施設、許可工作物の安
全性について点検し、以下について実施すること。

（１）危険と思われる河川管理施設等については、速

やかに補強工事その他の適切な措置を講ずること。
（２）許可工作物については施設管理者による点検、
整備を十分行わせるとともに、その状況について河
川管理者への報告を求め、施設管理者の立会い
のもと、点検の結果を確認する等適切な指導監督
を行うこと。

（３）堤防、護岸等については、損傷や変形、浸透、侵
食など施設の状態を確認するとともに、近年の集中
豪雨による災害に係る被災箇所については、厳重
な警戒を行うこと。

（４）堰、水門、樋門、閘門等の工作物のゲ－トの開閉
状況、取付護岸の維持状況、樋門周辺の空洞化
状況及び下流側の河床低下の状況等について重
点的な点検を行うこと。

　　なお、津波や整備水準を上回る洪水、高潮の発
生時において、水門等を操作できない状況が生じ
る場合があるので、河川管理者は水門等の状況や
操作の考え方について水防関係者等に十分に説
明するとともに、防災訓練など各種機会を通じた情
報提供により、住民への周知を図ること。
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洪水から 守 ろ う  み ん な の 地 域

令和2年5月1日●～5月31日●金 日
北海道は、令和2年6月1日●～6月30日●月 火

水防（消防）団への入団は、居住する
市町村等へお問い合わせください。

岐阜市藍川水防団 小金井団員▶

人の役に立ちたいという思いや、
何かやってみたいという思いが

少しでもあれば、まずは気軽に住んでいる
市町村に問い合わせをしてみてください。

その行動が地域の人たちの
助けになるかもしれません。

主催 ： 国土交通省、内閣府、都道府県、水防管理団体（市町村等） 後援 ： 警察庁、防衛省、総務省消防庁、全国知事会、全国市長会、全国町村会、NHK、一般社団法人 日本新聞協会、一般社団法人 日本民間放送連盟、日本赤十字社
協賛 ： 全国水防管理団体連合会、公益社団法人 日本河川協会、全国治水期成同盟会連合会、一般社団法人 建設広報協会、一般社団法人 全国海岸協会、

公益社団法人 全国防災協会、一般財団法人 河川情報センター、全国建設弘済協議会

ハザードマップ ポータブルサイト
で「必要な情報」を知る

https://
      disaportal.gsi.go.jp/

https://
      www.river.go.jp/

川の防災情報
で「洪水の危険性」を知る

〇〇市 ハザードマップ

▶ 事前の備え

▶ 台風や大雨が近づいたら

みんなの地域をみんなで守る! 

水防団員募集中
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